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序     文 

 

国際協力機構は、パナマ国政府からの技術協力の要請を受け、2006 年 8 月から同国にお

いて「パナマ国アラフエラ湖流域総合管理・参加型村落開発」プロジェクトを開始しまし

た。  

 

当機構は、本プロジェクト終了の 6 か月前の時点までの進捗状況を把握、評価するため、

2011 年 2 月 13 日から 3 月 5 日まで当機構地球環境部の遠藤浩昭課長を団長として、パナ

マ側と合同でプロジェクトの終了時評価調査を実施しました。 

 

調査団は、パナマ側メンバーと構成した合同評価調査チームとして過去約 4 年 6 か月間

の投入実績、活動の達成度を確認し、パナマ国政府関係者との協議及びプロジェクト・サ

イトでの現地調査実施を通して今後の方向性に関する協議を行いました。  

 

本報告書は、同調査団の調査・評価結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェク

トの展開、さらには類似のプロジェクトにも活用されることを願うものです。 

最後に、本調査にご協力とご支援をいただいた両国関係者の皆さまに心から感謝の意を

表すとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 23 年 4 月 

独立行政法人国際協力機構  

地球環境部長 江島 真也 
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略語一覧 

 

ACP Panama Canal Authority 運河庁 

ANAM National Environment Authority 環境庁 

APO Annual Plan of Operation 年間活動計画 

CICH 
Inter-institutional Commission of the 

Canal Watershed 
運河流域協議委員会 

C/P Counterpart カウンターパート 

IPACOOP 
Panamanian Autonomous Cooperative 

Institute 
パナマ共同組織機構 

JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

MIDA Ministry of Agricultural Development 農牧開発省 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録（ミニッツ）  

ODA Official Development Assistance 政府開発援助  

PCM Project Cycle Management 
プロジェクト・サイクル・マネジ

メント 

PDM Project Design Matrix 
プロジェクト・デザイン・マトリ

ックス  

PES Payment for Environmental Services 環境サービスに対する支払い 

PIEA 
Environmental Economic Incentives 

Program 

環境経済インセンティブプログ

ラム 

PNCh Chagres National Park チャグレス国立公園  

PO Plan of Operation 活動計画  

PROCCAPA 
The Panama Canal Watershed 

Conservation Project 

パナマ運河流域保全プロジェク

ト  

PUF Farmland Use Plan 農地利用計画 

R/D Record of Discussions 討議議事録  

USAID 
United States Agency for International 

Development 
米国国際開発庁  
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終了時評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：パナマ共和国 案件名：アラフエラ湖流域総合管理・参加型村落開発プロ

ジェクト 

分野：自然環境保全  援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部森林・自然環境

グループ 森林・自然環境保全第二課

協力金額（評価時点）： 総投入額 約 3.7 億円 

協力期間 2006 年 8 月～2011 年 7 月 先方関係機関：パナマ国環境庁（ANAM） 

 日本側協力機関：農林水産省林野庁  

 他の関連協力： 

１-１ 協力の背景と概要 

アラフエラ湖を含むチャグレス川流域はパナマ運河の東部に位置し、運河航行の安定した

水量確保のために重要な役割を果たし、同時に首都近郊 150 万人以上の住民の生活用水およ

び工業用水の水源であり、さらに、生物種の多様性の観点からも世界的に非常に重要な地域

でもある。しかしながら、流域の人口増加、農牧地の拡大、火入れを伴う粗放な牧畜、焼畑

耕作などの様々な要因により、森林の減少及び土壌劣化が顕在化しており、その水源涵養機

能の低下が懸念されている。パナマ国政府は、1975 年に運河の東部流域の 40％をチャグレス

国立公園として認定し、公園内の自然環境の保全に努めているが、同地域内には国立公園に

指定される以前から住民が生活しており、現在も焼畑などの生産活動を行っている。 

パナマ国政府は、環境庁（以下、ANAM）を通じてこれら住民に対して伐採や焼畑の規制

を実施してきたが、住民の反感を招く一方で、自然環境の保全には大きな進展が見られない

状況にある。このため、住民への規制のみでなく、自然を守りながら住民の生活向上も実現

できるような、環境と調和した生産技術の指導が喫緊の課題となっている。 

このような背景の下、パナマ国政府は、パナマ運河東部流域の流域保全と農林業生産活動の

調和を図る仕組みを構築することを目的とした技術協力プロジェクトを要請してきた。本プ

ロジェクトは、「流域保全と住民の生産活動との調和を図る」と同時に、そのための「技術指

導活動を独自に展開していく仕組みを作る、すなわち環境庁による普及体制の構築をめざす」

ものである。具体的には、ANAM が普及員を育成し、計画、実施、モニタリング等を主体的

に実施できる体制の構築を支援することにより、これまで限られた普及員の「点」レベルに

留まっていた技術を、面的に拡大する。 

なお、本プロジェクトでは、パナマ運河西部の上流域において 2000 年 10 月より 2005 年 9

月まで技術協力プロジェクトとして実施された「パナマ運河流域保全計画」（以下

PROCCAPA）の「流域保全と住民の生産活動との調和を図る」活動についての成果を活用す

る。 
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１-２ 協力内容 

本プロジェクトは、牧畜や焼畑による森林減少及び土壌劣化による水源涵養機能の低下が

懸念されるパナマ運河東部流域のアラフエラ湖中下流域を対象として、パナマ国環境庁

（ANAM）による流域保全の普及体制を確立し、住民グループメンバーが環境と両立する持

続可能な生産技術を獲得して実践することを目指すものである。 

 

（1） 上位目標 

アラフエラ湖流域の中下流域において、環境に配慮した持続的な生産活動が実践される。

（2） プロジェクト目標 

環境に配慮し参加型手法を用いた持続的な生産技術が、ANAM の普及システムを通して、

プロジェクトが組織したグループのメンバーによって実践される。 

（3） アウトプット  

1） ジェンダーに配慮した参加型手法によって、自立したグループが組織される。  

2） グループメンバーが環境に配慮した農林業生産技術を習得する。  

3） 流域の適正な土地利用とチャグレス国立公園の保全に貢献する農地利用計画（PUF）

がグループメンバーによって作成され、実行される。 

4） グループメンバーと関連当局が共通の関心を有する危機的な地域や保全の重要性の

高い地域の土壌保全に貢献する森林の面積がグループメンバーによって増加され

る。  

5） グループのニーズと関連政策に沿った技術指導が普及員によって提供される。  

6） 住民がプロジェクト地域における天然資源の適切な利用と環境保全の重要性につい

て認識する。  

投入（2011 年 2 月末時点） 

日本側：総投入額 約 3.7 億円 

専門家派遣   8 名             機材供与     7,649 千円（US$ 85,307）

パナマ人アシスタント雇用  4 名      ローカルコスト負担 69,382 千円 

（US$. 808,168） 

研修員受入   11 名 

 

相手国側： 

カウンターパート配置   19 名     ローカルコスト負担 約 US$ 249,500 

２. 評価調査団の概要 

調

査

者 

総括/団長: 遠藤 浩昭 

参加型村落開発：菅原 鈴香 

協力企画： 中瀬 亮輔 

評価分析： 本間まり子 

国際協力機構 地球環境部 森林自然環境保全第二課 課長

国際協力機構 国際協力専門員 

国際協力機構 地球環境部 森林自然環境保全第二課 職員

インテムコンサルティング（株）社会開発部 コンサルタン

ト 

調査期間  2009 年 2 月 13 日〜2009 年 3 月 5 日 評価種類：終了時評価 

３.評価結果の概要 
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３-１ 実績の確認 

（１）アウトプットの達成状況 

アウトプット１： プロジェクトを通じて、14 のグループが新規に設立もしくは既存のもの

が強化された。全グループでアクティプに活動に参加しているメンバー154 名のうち、70 名

（45％）が女性である。グループ別には 9 グループにおいて、女性メンバーが 40％以上を占

めている。また 7 グループの代表が女性であり、女性の積極的な参加が見られる。各グルー

プは、毎週のミーティングや帳簿の管理などを通じて自主的に運営されている。9 グループ

は既に法人格を取得し、6 グループは、支援金申請のためのビジネスプラン（3 グループはド

ラフト版）を作成している。 

 

アウトプット２：1 週間の宿泊研修が 12 回開催され、組織運営・ジェンダー・環境教育・農

業技術などの研修が実施された。並行して、1 日研修やセミナー、普及サービスを通じた技

術移転も行われている。それらの機会を通じて、40 種類の環境に配慮した生産技術が紹介さ

れ、38 種類がグループ農園や個人農園で適用されている。プロジェクトによるモニタリング

結果では、紹介された技術のうち 85％について、メンバーたちは自ら適用するだけでなく他

の人に教えることが出来るレベルまで習得している。また 14 グループ中 12 グループにおい

て、3 分の 2 以上のメンバーの習熟度が、同様のレベルに達している。 

 

アウトプット３： プロジェクト活動を通じて、全 14 グループにおいて、グループ農園の農

地利用計画が作成・活用されている。また、個人農園を有するメンバー133 名中 81 名が、す

でに個人農園のための農地利用計画を作成している。プロジェクトが作成した農地利用計画

のアウトラインは、チャグレス国立公園内での農地利用のための承認申請に必要とされる書

類として、認定される予定である。 

 

アウトプット４： プロジェクトを通じて対象コミュニティの中で、2.1 ヘクタールの危機的

な地域と、それ以外の地域 1.4 ヘクタールが植林された。 

 

アウトプット５： プロジェクトは、活動の経験に基づいて、コミュニティレベルにおける

普及サービスの実施プロセスを中心にした普及ガイドラインを作成し、2009 年に初版を発行

した。200 部が出版され、ANAM 内部を中心に配布された。現在第二版のドラフトが ANAM

内で校閲されている。普及員たちは、週に 4 度グループ訪問を行っており、グループ側は 1、

2 週間に一度、普及サービスを受けている。プロジェクトのモニタリングによると、グルー

プメンバーのうち 76％がサービスに満足、17%が良いと答えている。 

 

アウトプット６： プロジェクトは対象コミュニティに対して、学校での講義やごみ拾いな

どの環境教育を行った。プロジェクト期間の後半には、グループメンバーを主体とした働き

かけが行われた。また、環境教育の教材として、3 種類の教材の作成と、85 種類の教材の収

集整理が行われ、活用されている。 
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（２）プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標は、概ね計画通り達成されている。研修や普及サービスを通じて 40 種類

の環境に配慮した農業生産技術が紹介され、そのうち 38 種類が、グループ農園や個人農園で

適用されている。また、プロジェクトに支援されている 14 グループすべてにおいて、グルー

プの将来ビジョン、基本情報、農地利用計画、活動資金の創出・ネットワーキング・研修な

どの戦略を含む、3～5 年のアクションプランが作成され、それに基づき活動が行われている。

全アウトプットが、プロジェクト終了までに達成される見込みである。 

 

３-２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

プロジェクトは、以下の理由により妥当であると判断される。 

 対象地域は、アラフエラ湖の中下流域のチャグレス国立公園とその緩衝地帯に位置

しており、生物学的、社会経済学的に重要な地域であり、対象流域の管理と環境保

全を担当する ANAM のニーズに適合している。また、地域の人々の環境に配慮した

生計・生産向上へのニーズに合致している。 

 プロジェクトは、パナマ政府の憲法や環境保護政策とも合致している。また、対象

地域が含まれるチャグレス国立公園の管理計画等の関連政策にも沿っている。 

 プロジェクトは、パナマの JICA 重点支援分野のうち、貧困削減と環境保全分野に合

致している。 

 

（２）有効性 

以下の理由により、プロジェクトは概ね有効であると判断される。 

 ６つのアウトプットは、プロジェクト活動を通じてほぼ達成されており、プロジェ

クト目標はプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

アウトプットは、それぞれ関連し合っており、相乗効果によってその効果を高め

ている。農民グループの組織化（アウトプット 1）によって、環境に配慮した農林

業生産技術の移転やその適用（アウトプット 2）が可能になっている。また、環境

教育（アウトプット 6）を通じて、農林業生産技術のグループメンバーたちの環境

への意識が高まり、その適用が促進されている。農地利用計画の作成（アウトプッ

ト 3）は、グループの運営（アウトプット 1）を助け、プロジェクトによる知識や農

林業生産技術の実施や維持（アウトプット 2）を促進している。 

また、普及サービスを通じたこれらの活動の実施やモニタリングは、普及体制の

確立やガイドラインの作成（アウトプット 5）に寄与している。ジェンダー研修や

自己啓発研修（アウトプット 2）と、普及員による働きかけ（アウトプット 5）は、

女性の参加を促進し、農民グループの組織化（アウトプット 1）の達成に寄与して

いる。 

一方、植林に関する活動（アウトプット 4）は、アウトプット 2 と 3 の活動と重

複しているため、独立したアウトプットではなくそれぞれに含まれることで、より
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スムーズに実施されたと思われる。 

 プロジェクトがグループアプローチを採用したことで、新規の機材や技術への投資

が難しい小規模農家であるメンバーが、プロジェクトの参加を通じて生計向上の手

段を獲得することを可能にしている。 

 

（３）効率性 

以下の理由により、プロジェクトは比較的効率性が高いと判断される。 

 プロジェクト活動は、ほぼ計画通り実施されている。ただし、アウトプットを達成

する上で、アウトプット２・３・５に関連している法令や政策の内容について関係

者間で確認や共通認識を持つ活動や、アウトプット５に関連したプロジェクトのア

プローチを広く普及していくための活動などが計画に含まれていなかったが、含め

ることが必要であったと思われる。 

 

（４）インパクト 

プロジェクトの上位目標は、ANAM が作成している出口戦略（本プロジェクト終了後も

ANAM がこれまでの活動を継続して実施していくための活動戦略）が計画通り実施されるこ

とで、達成が見込まれる。プロジェクト活動を通じて、予期された、もしくはされていなか

った以下の波及効果が生じている。 

（予期された波及効果） 

 対象地域の人々の環境意識が向上し、開墾や焼畑を通じた耕作が減っている。 

 プロジェクトが採用しているアプローチは、その有効性を広く認められており、

ANAM が実施する他のプロジェクトや、運河庁などの他の機関が実施するプロジェ

クトにおいて採用されている。 

 プロジェクトが作成した農地利用計画のアウトラインは、チャグレス国立公園内で

の農地利用のための承認申請に必要とされる書類として、認定される予定である。

 プロジェクトは、焼畑などの環境保全に問題の多い遠方の小規模コミュニティにお

いて、既存の学校などの組織を通じた支援を始めている。 

 グループ活動を通じて、メンバー間の相互理解や協力関係が強化されている。特に

ジェンダーに関する認識の向上により、男女メンバーの相互理解や行動変容がみら

れている。 

 対象コミュニティでグループに所属しない人たちが、プロジェクトが紹介した技術

の適用を始めている。 

（予期されなかった波及効果） 

 以前から設立されていたグループのうち、農地の使用権に関してメンバー間の問題

を抱えていたグループがあったが、プロジェクト活動を通じてそれらが表面化して

いる。 

 

（５）自立発展性 

プロジェクトの自立発展性は、ANAM が作成している出口戦略の実施により担保される見
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込みである。 

 プロジェクトに支援されたグループは、自主的に運営し活動を実施する能力を獲得

しつつあるが、グループの成熟度には格差がみられるため、引き続きモニタリング

とフォローアップが必要である。 

 プロジェクトによる組織化を通じてメンバーは、他の組織からの支援の受け皿とな

ることが可能になっている。特にビジネスプラン作成を通じた経済活動に対する支

援は、各グループの自立発展性に大きく影響すると思われる。 

 カウンターパートたちの多くは、パナマ運河流域保全プロジェクト（PROCCAPA）

からプロジェクトに関わっており、自立発展的な活動を取り組むための能力は十分

に強化されている。しかし、ANAM において普及活動はプロジェクト単位で行われ

ているため、プロジェクト終了後、多くが、本部か他のプロジェクトに配属される

予定である。 

 プロジェクト対象地域の普及活動は、チャグレス国立公園管理事務所に引き継がれ

る予定である。現在プロジェクト配属の普及員 1 名が、この事務所配属になってい

る。しかし十分なモニタリングとフォローアップを継続するためには、事務所の人

材、機材、財政面などの強化が必要である。 

 他の流域へのプロジェクトのアプローチの普及の取り組みは、残りの期間に実施さ

れる予定である。 

 プロジェクトが構築した普及プロセスは、普及ガイドラインにまとめられており、

ANAM 内部を中心にして配布され、関係者に共有されている。今後、ANAM 内での

制度化の取り組みが必要である。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

 プロジェクトが過去に実施した PROCCAPA プロジェクト（＊）の経験や成果に基づ

いたアプローチを採用し、PROCCAPA から引き続いて多くのカウンターパートが配

属されたことで、スムーズな取り組みが可能になった。 

 プロジェクトの比較的初期段階にジェンダー研修や自己啓発研修が実施されたこと

で、メンバーたちの自信の獲得や相互理解につながり、メンバー（特に女性）の参

加が促進された。その後の普及員を中心としたプロジェクト関係者による働きかけ

により、その傾向が強化された。 

   （＊）PROCCAPA（2000－2005 年）では、行政と住民間との信頼関係の醸成の下、参

加型により農民を組織化する手法及びアグロフォレストリー、等高線栽培や稲

作等の流域保全に配慮した生産活動技術を構築し、その技術を普及員に移転し

た。現在も住民が流域保全に配慮した生産活動を主体的・継続的に行っている。

 

(2) 実施プロセスに関すること 

 プロジェクトでは、グループメンバーの経済活動への興味やニーズを考慮して、

PROCCAPA では行われなかった経済活動に着目し、活動資金への支援を獲得するた
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めのビジネスプランの作成を行うことで、グループ活動の促進とメンバーのモチベ

ーションの強化につながった。 

  

３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1） 計画内容に関すること 

 PROCCAPA の経験に基づいて確立されたアプローチが採用され、その経験者であるカ

ウンターパートが配置されたことにより、スムーズな取り組みが可能になった反面、

対象地域の社会経済状況の違い（地理的状況や生計の手段など）への柔軟な対応に、

多少困難がみられた。 

 アウトプット４は、アウトプット２と３の内容に密接に関連しており、両者に含有さ

れていればよりスムーズな活動実施が可能になったと思われる。 

 対象地域は、他ドナーによる支援が多く、期間中に複数の支援を受けていたグループ

がみられ、各ドナーによる支援活動が重複することにより、本プロジェクトの円滑な

活動に影響を及ぼした。 

 

（2） 実施プロセスに関すること 

 グループ活動に関するモニタリングは十分に行われていたが、その分析が必ずしも

十分ではなかった。 

 2010 年の 12 月に生じた季節はずれの大雨の影響により、いくつかのグループは、イ

ンフラや農園の復旧が必要となっており、プロジェクト活動への影響が生じること

が懸念されている。 

 

３-５ 結論 

プロジェクトのアウトプットは概ね達成されており、プロジェクト目標も達成される見込

みである。 

プロジェクトによるグループ活動を通じて、対象コミュニティの農民は、環境親和型の農

林業生産技術を習得し、生計向上の有効な手段として活用している。すべてのグループにお

いて、グループ農園の農地利用計画が既に作成されており、それに基づくグループ活動が行

われている。 

プロジェクト活動を通じて構築された普及のプロセスは、ガイドラインに取りまとめられ

ており、ANAM 内で広く紹介されることが可能である。また、カウンターパートの能力も強

化されている。さらに、プロジェクトが行っている農地利用計画に関する活動は、国立公園

内における、農民の農地利用に対する ANAM 内の承認手続きの策定の促進につながってい

る。本プロジェクトは、当初の計画通り 5 年間で終了することが妥当であるが、今後、プロ

ジェクト終了を迎えるにあたり、対象地域内においてプロジェクトの成果を持続させ、プロ

ジェクトの経験やアプローチを他の地域へ展開させるために、上位目標の達成を見据えた戦

略の策定が不可欠である。 

 

３-６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
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評価結果に基づき、プロジェクトおよび ANAM に対して、以下の提言がなされた。 

 

（１）プロジェクト対象地域における普及サービスの拡大について 

＜プロジェクト期間内に、プロジェクトが実施すること＞ 

 対象グループへの資金支援や他の普及サービスに関する、情報の収集と提供 

 各グループの組織としての成熟度に基づく、モニタリング計画の作成とその実施 

 グループメンバーの個人農園の農地利用計画の作成に関する活動の確実な遂行 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 既存のグループのメンバーの増強と、グループ以外の受益者拡大のための、戦略の

作成とその実施 

 

（２）プロジェクトが構築した普及プロセスの普及（他の地域での展開や他の機関への利用

促進）について 

＜プロジェクト期間中に、プロジェクトが実施すること＞ 

 対象 14 グループに対する、分類と分析を通じた教訓の抽出。分析結果の普及ガイド

ラインへの添付 

 普及プロセスの紹介や将来の協力を見据えたネットワークの強化を兼ねて、普及ガ

イドラインの普及（紹介）セミナーへの、広範囲な関係者（農牧開発省、運河庁な

ど）の招待 

 終了時セミナーにおいて、関連機関へのプロジェクトの教訓の共有 

 将来の協力（特に農地利用計画の効果的な適用を促進）を目的とした、対象グルー

プのモニタリング活動への関連機関（農牧開発省、ナチューラ財団、運河庁など）

の巻き込み 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 普及セミナーの実施時期に合わせた、第二版の普及ガイドラインの校閲と承認の 4

月までの完了 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 ANAM の研修所における、普及ガイドライン活用への働きかけ 

 普及ガイドライン実施について、制度化への取り組み 

 普及プロセスを普及するための取り組みの、CICH（運河流域協議委員会）での紹介

 

（３）農地利用計画について 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 チャグレス国立公園の農地利用について、早期の既存の承認申請への対応と、申請

プロセスの確定 

 プロジェクトによって作成された農地利用計画を、公園内の農地利用の申請に必要

な公的書類としての「農地管理計画」として適用するための法的措置の実施 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 公園内とプロジェクトが支援した緩衝地帯のグループおける、農地利用計画を持た
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ないメンバーへの、計画の作成支援 

 緩衝地帯における流域管理の有効なツールとして、農地利用計画の作成を促進する

ため、他の機関（農牧開発省や NGO など）との協力の継続 

 運河庁が実施する環境経済インセンティブプログラム（PIEA）が公園内でも実施さ

れるよう、運河庁との協力の継続 

 

（４）ANAM の普及メカニズムについて 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 ANAM の地域事務所とチャグレス国立公園管理事務所の間での、緩衝地帯における

普及サービスの担当組織の明確化 

 公園管理事務所がプロジェクト活動のフォローアップを行うために必要な機材や物

資の確保 

 プロジェクトから公園管理事務所への引き継ぎ期間の確保 

 公園管理事務所への補強要員（出来ればプロジェクトカウンターパート）の配置 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 プロジェクト対象地域以外の流域への、プロジェクトが構築した普及プロセスの展

開のための人材（出来ればプロジェクトアシスタントの雇用）の配置 

 

 

（５）プロジェクトの経験の政策や開発計画へのフィードバックについて 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 他の機関（運河庁等）の流域管理政策や計画の作成や修正への、プロジェクトの経

験の積極的な適用 

 

（６）出口戦略の作成と実施 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 上記（１）～（５）の提言に留意し、プロジェクトの引き継ぎとフォローアップの

ための出口戦略の作成とその実施 

 

３-７ 教訓 

（１）プロジェクトデザインについて 

 本プロジェクト対象地域では、活動対象となった小規模農家より、家畜飼育農家の

方が環境保全に悪影響を与えている可能性が高いことから、環境配慮型農業の技術

普及を目指すプロジェクトの場合、対象地域や戦略の選定をする際には、地域の生

計手段を十分に調査、分析する必要がある。 

 普及担当部署の無い ANAM のような機関を実施機関とする場合、持続的な普及サー

ビス実施のためには、農牧開発省などの普及組織を有する機関との協力を通じた活

動の実施が必要である。 

 プロジェクトの取り組み内容を制度化するためには、コミュニティレベル（マイク
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ロレベル）とその実施を行うメゾレベルだけでなく、政策や制度化を担当するマク

ロレベルとの 3 者間の連携が必要である。 

 

（２）プロジェクトアプローチについて 

 パナマ側カウンターパートの多くが、過去のプロジェクトの経験者だったことは有

効であったことから、過去のプロジェクトの経験者をカウンターパートにすること

は、プロジェクト実施上有効と判断できる。 

 前身となるプロジェクトの成果であるアプローチを採用することは有効だが、対象

地域が異なる場合、その社会経済状況の違いに対応した適切な応用を行うことが必

要である。 

 グループアプローチは、新規の機材や技術への投資が難しい小規模農家が生計向上

の手段を獲得することを可能にするが、対象地域の集団行動の傾向を留意した上で

の適用が必要である。 

 プロジェクトが採用したボトムアップアプローチは、コミュニティレベルの環境保

全に効果的であったが、マクロレベルの政策や組織的な働きかけが並行して行われ

ることが必要である。 

 

（３）モニタリング評価について 

 プロジェクトのインパクトを把握するため、ベースラインデータの収集と分析を行

うことが必要である。 

 

（４）グループ活動について 

 グループの組織化の際には、組織の規範や規定を明確化し、メンバー間で共有する

必要がある。 

 フィールド訪問などを通じた他のグループ（地域内外ともに）との経験の共有は、

メンバーの技術の理解促進と、活動へのモチベーションの向上に効果的である。 

 プロジェクトの初期段階でのジェンダー研修や自己啓発研修の実施は、女性の参加

促進と、男女平等なグループ活動への参加や貢献に効果的である。 

 グループ活動を通じた経済的インセンティブは、メンバーのモチベーションの維持

と、グループの自立発展性の保持に効果的である。 

 

（５）その他 

 研修実施において、1 週間の宿泊研修は効果的だが、1 週間家を空けることの困難さ

から参加出来ない人（特に子供のいる女性）が増えるため、留意が必要である。 

 参加型開発や組織化の担当者と、農業技術の普及員が一緒に活動を行うことは、効

果的である。 
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第 1 章 終了時評価調査の概要  

 

1.1 プロジェクトの概要 
アラフエラ湖を含むチャグレス川流域はパナマ運河の東部に位置し、運河航行の安定し

た水量確保のために重要な役割を果たし、同時に首都近郊 150 万人以上の住民の生活用水

および工業用水の水源であり、さらに、生物種の多様性の観点からも世界的に非常に重要

な地域でもある。しかしながら、流域の人口増加、農牧地の拡大、火入れを伴う粗放な牧

畜、焼畑耕作などの様々な要因により、森林の減少及び土壌劣化が顕在化しており、その

水源涵養機能の低下が懸念されている。パナマ国政府は、1975 年に運河の東部流域の 40％

をチャグレス国立公園として認定し、公園内の自然環境の保全に努めているが、同地域内

には国立公園に指定される以前から住民が生活しており、現在も焼畑などの生産活動を行

っている。 

パナマ国政府は、環境庁（以下、ANAM）を通じてこれら住民に対して伐採や焼畑の規

制を実施してきたが、住民の反感を招く一方で、自然環境の保全には大きな進展が見られ

ない状況にある。このため、住民への規制のみでなく、自然を守りながら住民の生活向上

も実現できるような、環境と調和した生産技術の指導が喫緊の課題となっている。 

 このような背景の下、パナマ国政府は、パナマ運河東部流域の流域保全と農林業生産活

動の調和を図る仕組みを構築することを目的とした技術協力プロジェクトを要請してきた。

本プロジェクトは、「流域保全と住民の生産活動との調和を図る」と同時に、そのための「技

術指導活動を独自に展開していく仕組みを作る、すなわち環境庁による普及体制の構築を

めざす」ものである。具体的には、環境庁が普及員を育成し、計画、実施、モニタリング

等を主体的に実施できる体制の構築を支援することにより、これまで限られた普及員の

「点」レベルに留まっていた技術を、面的に拡大する。なお、本プロジェクトでは、パナ

マ運河西部の上流域において 2000 年 10 月より 2005 年 9 月まで技術協力プロジェクトとし

て実施された「パナマ運河流域保全計画」（以下 PROCCAPA）の「流域保全と住民の生産

活動との調和を図る」活動についての成果を活用する。 

 

1.2 終了時評価調査の目的 
（１）協力期間終了を 2011 年 7 月に控え、これまで実施してきた協力活動全般（プロジェ

クトの実績、実施プロセス、運営管理状況等）について、計画に照らしその達成状況を整

理・把握する。 

（２）上記（１）の結果に基づき、JICA 事業評価ガイドラインに則り、評価 5 項目の観点

からプロジェクトの評価を行う。 

（３）評価結果を踏まえ、残りの協力期間及び終了後に対する提言、出口戦略を明確化す

るとともに、将来の類似プロジェクトの形成・実施に参考となる教訓を得る。 
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1.3 合同評価チームの構成 
1.3.1 日本側メンバー 

担当分野 氏名 所属 

団長／総括 遠藤 浩昭 JICA 地球環境部 森林自然環境保全第二課長 

参加型村落開発 菅原 鈴香 JICA 国際協力専門員 

協力企画 中瀬 亮輔 JICA 地球環境部 森林自然環境保全第二課 

評価分析 本間 まり子 インテムコンサルティング株式会社  

 

1.3.2 パナマ国側メンバー 

担当 団員名 所属 

総括 Mr. Victor Raul 

CORRO 

Chief of Department of Soil,  

Directorate of Integrated Watershed Management,  

National Environmental Authority (ANAM) 

評価団員 Mr. Narciso 

CUBAS 

Forest Engineer,  

Forest Development Department, 

National Environmental Authority (ANAM) 

評価団員 Mr. Martin E. 

MITRE 

Technician of Natural Resources Division, Environmental Division, 

Department of Environment, Water and Energy,  

Panama Canal Authority (ACP) 

評価団員 Ms. Mitzi DE 

GRACIA 

Economist, 

Administrative Unit, Directorate of Protected Areas, 

National Environmental Authority (ANAM) 

 

1.4 評価調査日程 

    
総括/団長 

（遠藤） 

協力企画 

（中瀬） 

参加型開発 

(菅原) 

評価分析 

（本間） 

2/13 日 

  

13:00 成田発～ダラス～マイアミ～ 

20:40 パナマシティー着(AA959) 

2/14 月 

9:00  JICA 事務所打合せ 

11:00 日本人専門家へのインタビュー 

13:00 C/P 個別インタビュー  

2/15 火 

9:00 ANAM 表敬 評価に関する打合せ 

10:00 合同評価委員会（方法論等） 

13:00 C/P 聞取り 

2/16 水 
AM 農民 G 聞き取り 

PM ナチュラ財団インタビュー 

2/17 木 
AM 農民 G 聞き取り、 

PM ANAM 流域総合管理局 聞き取り 
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2/18 金 
AM 農民 G 聞き取り、 

PM C/P 聞き取り 

2/19 土 資料整理、評価レポート作成 

2/20 日   

17:10 成田

(CO006)ヒュ

ーストン 

資料整理、評価レポート作成 

2/21 月 

13:00 成田(AA 176)ダラス～マイアミ 

20:40 パナマシティー着(AA959)【遠藤・中瀬】 

08:48 ヒューストン発(CO 875) 

15:45 パナマシティー着(AA959)【菅原】 

AM 農民 G 聞き取り、 

PM アシスタント個別インタビュー 

2/22 火 

09:00  JICA 事務所打合せ、団内打合せ 

11:00  経済財政省表敬 

14:00 ANAM 表敬 

14:30 合同評価委員会@ANAM 

    -CP からの進捗報告、評価、スケジュール等確認 

2/23 水 
08:00    農民グループ視察（Madronal) 

13:00-17:00 C/P へのインタビュー 
評価レポート作成 

2/24 木 

08:00  農民グループ視察(VictorianoLorenzo 等) 

14:00  チャグレス国立公園事務所インタビュー 

17:00  専門家打合せ 

2/25 金 
09：00 出口戦略に関する ANAM（次官、局長、

CP、PNCh）との意見交換   

AM   評価レポート作成 

15：00 チャグレス基金聞き取り 

2/26 土 評価レポート作成 

2/27 日 PM 団内打ち合わせ、評価レポート作成、ミニッツ作成 

2/28 月 9:00-16：00 合同評価委員会＠メトロポリタン公園事務所会議室 

3/1 火 
09:00 合同評価委員会＠メトロポリタン公園事務所会議室  

14：00 プロジェクトへの評価レポート説明 

3/2 水 10：00-21：00 合同評価委員会＠メトロポリタン公園事務所会議室  

3/3 木 

 9:00 合同調整委員会（JCC)、M/M 署名  

14:00 JICA 事務所報告 

15:00 大使館報告 

3/4 金 
08:40 パナマシティ発 (AA 960)～マイアミ・NY(AA 135)【遠藤・中瀬・本間】 

14:45 パナマシティ発(CO 876)～ヒューストン【菅原】 

3/5 土 
10:55 ヒューストン発(CO 007) 【菅原】 

22:15 羽田着【遠藤・中瀬・本間】 

3/6 日 15：45 成田着【菅原】 

 

3



 

1.5 主要面会者 
調査期間中に面会した主要メンバーは以下のとおり。 

 

1.5.1 パナマ国側 

ANAM  

次官     Silvano Vergara 

流域管理局長    Bolívar Pérez 

プロジェクトコーディネーター  Eric Rodriguez 

普及チーフ    Luis Vega 

ANAM 普及員    Aris Escobar 

     AníbaｌRodríguez、 

Carlos Vásquez 

Ednadeliz Flores 

国立公園職員    José Carrión 

プロジェクト雇用アシスタント  Suleima Arauz  

Evelyn Tejada 

1.5.2 日本側 

プロジェクト専門家      坂井勇夫（チーフアドバイザー） 

        森卓（専門家） 

                溝口航太郎（業務調整） 

在パナマ日本大使館  

大使     水城幾雄 

二等書記官                           尾崎精一 
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第 2 章 終了時評価調査の方法 

 

2.1 評価設問と必要なデータ、評価指標 
本評価調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン 第 1 版」に基づき、プロジェクトの

実績及び実施プロセスの確認と、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自

立発展性）の視点からの評価を通じて行われた。評価設問や必要なデータの収集方法等の

評価デザインについては、評価グリット（添付資料 2）のとおりである。本評価調査は、

本評価調査用に作成された PDMe に基づいて行われた。評価指標については PDM の指標

項目のみでなく、評価設問に対応する定性的、定量的な情報が取り入れられ、解析が行わ

れた。 

 

PDMVer.3（2009 年 5 月）から PDMe への修正ポイントは以下のとおりである。（表 2.1 参

照） 

 

表 2.1 PDMVer.3 から PDMe への修正ポイント 

 PDMVer.３ PDMe 変更点 

プロジェ

クト目標

の指標 2  

The members of the 

groups use, as a whole, at 

least  75% of the 

techniques promoted by 

the Project. 

The members of the groups use, as 

a whole, at least  75% of the 

environment friendly techniques 

promoted through the extension 

system established by the Project. 

技術の種類と

紹介の方法を

明記 

上位目標

の指標 

 

― By 2014, the number of community 

members who practice farming 

activities according to PUF or 

'farmland management plan' 

reaches at least one hundred in the 

Chagres National Park. 

追記 

成果２の

指標１ 

By the end of the Project, 

100% of the groups 

obtain a satisfactory 

evaluation for the 

application of knowledge 

and techniques acquired 

during the Project. 

By the end of the Project, 100% of 

the groups obtain a satisfactory 

evaluation for the application of 

knowledge and techniques on 

environment friendly production 

introduced by the Project. 

知識や技術の

種類と紹介方

法を明記 

成果３の

指標４ 

At the end of the Project, 

at least 60% of the 

members of all the 

At the end of the Project, at least 

60% of the members of all the 

groups, who have private 

混同しやすい

英語表記を修

正（英語のみ修
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groups, who have private 

farmlands, introduce 

activities according to the 

farmland use plans. 

farmlands, initiate activities 

according to the farmland use 

plans. 

正） 

成果５の

指標３ 

― All the extension members 

understand the related policies and 

provide knowledge and techniques 

in line with the related policies and 

the extension guideline to support 

group members. 

追記 

成果５の

指標３の

必要な情

報源 

― Extension members records, 

Monthly meeting records, 

6-monthly evaluation records. 

追記 

 

評価 5 項目ごとの評価の視点は、以下の通りである。（表 2.2 参照） 

 

表 2.2 評価 5 項目の視点 

妥当性 
プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）が援助

プロジェクトの正当性・必要性を問う視点。 

有効性 
プロジェクトの実施により、目標がどれだけ達成され、本当に受益者もし

くは社会への便益がもたらされているのかを問う視点。 

効率性 
主にプロジェクトのコストおよび効果の関係に着目し、資源が有効に活用

されているかを問う視点。 

インパクト 
プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効

果、特に予期していなかった正・負の効果・影響を見る視点。 

自立発展性 
援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（ある

いは持続の見込みはあるか）を問う視点。 

 

2.2 評価の手順 
本評価調査は、以下の手順で実施された。 

 

＜国内調査＞ 

（1） 既存の文献・報告書等のレビューと、プロジェクトの実績・実施プロセスを整理・

分析 

（2） 既存の PDM の検討と PDMe（案）の作成 

（3） 評価グリッドの作成と評価デザインの検討 

（4） 評価グリッドに基づく、プロジェクト関係者に対する質問票の作成・送付 

＜現地調査＞ 
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（1） 日本側評価メンバーとパナマ国側評価メンバーによる合同評価調査団の形成  

（2） 質問票の回収、関係者との協議、関係者や対象グループへのインタビュー、及び

グループ活動地域の視察 

（3） 上記調査結果の分析による、評価 5 項目(妥当性、有効性、効率性、インパクト、

自立発展性)による評価と、評価結果に基づいた教訓の抽出と提言の検討 

（4） 日・パナマ国双方による、評価結果及び教訓と提言の検討と、合同評価報告書の

作成 

（5） 合同調整委員会（JCC）における、合同評価結果の報告と合意事項確認・署名（M/M） 

 

2.3 データ収集・分析方法 
2.3.1 データの収集方法 

 必要なデータは、主に以下の方法で収集された。 

 既存報告書・資料の収集 

 現地での追加資料収集 

 質問表配布・回収 

 インタビュー調査 

 現地視察 

 

質問表調査は、JICA 専門家、ANAM の C/P（マネージメント担当者及び普及員）、本邦

研修参加者及びプロジェクトアシスタントを対象に実施された。これらの質問票回答者の

うち C/P に対して、補足インタビューが行われた。関係機関に対しても、聞き取りが行わ

れた（聞き取り対象者ついては、第一章の面談者リストを参照）。 

また、プロジェクト対象となっている 14 の農民グループのうち、7 グループの活動地域

への現地視察と、全グループの代表者からの聞き取りを通じた情報収集が行われた。グル

ープ代表への聞き取りは、パナマ側評価団のオブザベーションのもと評価分析団員により、

地理的利便性を考慮して 3 か所で 3 回にわけ、各グループから 1～2 名の代表者を対象に実

施された。詳細は、以下の通りである。 

＜第一回目聞き取り＞ 

場所：Boquerón Arriba 

対象グループ：Boquerón Arriba、Boquerón Abajo、Salamanca、Salamanquita、Santa Librada 

＜第二回目聞き取り＞ 

場所：Peñas Blancas 

対象グループ：San Juan de Pequení、Victoriano Lorenzo、Peñas Blancas、Tranquilla、Quebrada 

Ancha 

＜第三回目聞き取り＞ 

場所：Chilibrillo 

対象グループ：Nuevo Vigía、Chilibrillo、Madroñal、Santa Cruz 

さらに、合同評価メンバーにより、4 グループの合同での視察と聞き取りが行われた。

対象となったグループは、Madroñal、Santa Cruz、Victoriano Lorenzo、Tranquilla である。 
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2.3.2 データの分析方法 

以下の方法を通じて、分析が行われた。 

1) 既存の報告書・資料の解析 

本プロジェクトに関連してこれまで JICA が実施した次のような調査報告書・関連

資料およびプロジェクト側作成資料のレビューと、評価グリッドおよび質問表の作成

が行われた。主な報告書や資料は、以下のとおりである。 

＜関連調査報告書＞ 

 事前評価調査報告書、中間レビュー調査報告書 

＜プロジェクト側作成報告書・資料＞ 

 インセプションレポート 

 プロジェクト業務進捗報告書（1～5 年次） 

 プロジェクト業務完了報告書（1～5 年次） 

 投入実績・カウンターパートの配置など実績および終了時評価調査表 

 出口戦略（案） 

 

2) 現地調査結果の分析 

上記の文献調査結果に基づいて設計された評価デザインにより、現地調査が実施さ

れた。プロジェクトからの追加情報として、主にグループ活動についての追加情報が

収集され、質問票調査結果とともに解析された。さらに、質問票の回答を補足する関

係者へのインタビューと現地視察結果に基づいて、評価分析が行われた。（グループ

活動に関する調査結果は添付資料 3 参照） 

合同評価団による評価結果の検討後には、プロジェクト側との意見交換が行われた。 
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第 3 章 プロジェクトの実績 

 

3.1 投入実績 
 投入は、概ね計画通り実施されている。 

 

3.1.1 日本側投入 

2006 年 12 月から 2011 年 2 月末までの、日本側の投入は次のとおりであった。 

 

（1） 専門家派遣 

本プロジェクトにおいて、2011 年 2 月末までに、専門家 8 名（チーフアドバイザ

ー、村落開発、参加型開発、普及、環境教育等の 8 分野）が派遣、C/P とともに

活動した（添付資料 1、Annex5(1)参照）。 

 

（2） 機材供与 

車両、パソコン及び関連機器など、計 7,649 千円（約 85,000 ドル）相当の機材が

供与された（添付資料 1、Annex5(3)参照）。 

 

（3） C/P 研修 

農林業普及、生態系保全、環境教育などの分野において、計 11 名の本邦研修が

実施された（添付資料 1、Annex5(2)参照）。 

 

（4） 運営予算 

プロジェクト運営予算として計 69,382 千円（約 808,000 ドル）を負担した（添付

資料 1、Annex5(4)参照）。この中には、4 名のプロジェクトアシスタントの傭上

費用が含まれている。 

 

3.1.2 パナマ国側投入 

2006 年 12 月から 2011 年 2 月末までの、パナマ側の投入は次のとおりであった。 

 

（1） C/P の配置 

19 名のカウンターパート（プロジェクトダイレクター、コーディネーター、農業

普及・参加型開発・環境教育分野の普及員、総務担当者等）が配置され、プロジ

ェクト活動に従事した（添付資料 1、Annex6(1)参照）。 

 

（2） 運営予算 

ANAM 側から、プロジェクト事務所の借家や維持管理費を含むプロジェクト運

営予算として、計約 249,500 ドルが計上された（添付資料 1、Annex6(2)参照）。 
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3.2 活動実績 

プロジェクト活動は、添付資料 2、Annex4 に示す通り PDM と PO に基づいてほぼ順調

に行われている。プロジェクトは APO を作成することで、現状に即した綿密な活動を実施

している。 

 

3.3 アウトプットの達成状況 

 2011 年 2 月末時点での各アウトプットの達成状況は、以下の通りである。 

 

（1） アウトプット１：ジェンダーに配慮した参加型手法によって、自立したグループ

が組織される 

＜指標＞ 

1） プロジェクト終了までに、プロジェクトが紹介した生産活動を継続的に実践

しているグループが 14 以上存在する 

2） プロジェクト終了までに全てのグループにおいて、活動において女性が 40％

以上積極的に参加する 

3） プロジェクト終了までに全てのグループが、自分たちで月例ミーティングを

運営できるようになる 

4） プロジェクト終了までに全てのグループが、自分たちで経理管理（支出入の

記帳）が出来るようになる 

 

＜実績＞ 

アウトプット 1 は、概ね計画通り達成されている。達成度は以下の通りである。 

 プロジェクトを通じて、14 のグループが新規に設立（7 グループ）、もしくは既存

のものが強化（7 グループ）された。 

 これらのグループへの女性の積極的な参加が見られる。アクティブに活動に参加し

ている全グループのメンバー154 名のうち、70 名（45％）が女性である。グループ

別には 9 グループにおいて、女性メンバーが 40％以上所属している1。また 7 グル

ープの代表が女性である。プロジェクトによるジェンダー研修や自己啓発研修と、

普及員や専門家などによる働きかけや対応により、こうした女性の積極的参加を促

進されている。 

 グループは、毎週のミーティングを通じて自主的に運営されており、活動資金の収

支やグループ農園での生産内容については、各グループで任命されている担当メン

バーによる帳簿の管理がなされている。グループ運営の成熟度はグループによって

ばらつきがみられるが、半年ごとに実施されるプロジェクトによるグループの成熟

度のモニタリングでは、3/4 のグループが、自主的に問題なく運営することができ

るレベルに達している。 

                                                        
1 プロジェクトでは、対象グループへの加入メンバーのうち、①アクティブなメンバーとして活動に定

期的に参加しているメンバーと、②加入登録はされているが活動に参加しないメンバーに分類し、前者

のみを活動対象者として実績のモニタリングを行うことが、中間レビュー時に確認されている。そのた

め、本評価調査におけるグループメンバーについての記載は、前者を意味している。 
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 9 グループは既に、農牧開発省（MIDA）の認証もしくは法人格を取得し、6 グルー

プは、支援金申請のためのビジネスプランを作成（3 グループはドラフト版）して

いる。 

 グループメンバーたちは、非常に積極的に活動に参加している一方で、グループメ

ンバーの減少2及び新規メンバー勧誘の難しさが、多くのグループが共有している

問題である。 

 

（2）アウトプット 2：グループメンバーが環境に配慮した農林業生産技術を習得する 

＜指標＞ 

1） プロジェクトの終了までにすべてのグループが、環境に配慮した農林業生産技術

と知識の習得に関して優秀な評価3を得る 

2） 環境に配慮した農林業生産技術に関する 1 週間のセミナーが、少なくとも 12 回実

施される 

 

＜実績＞ 

アウトプット 2 は大部分達成されており、残りのプロジェクト期間にすべて達成される

見込みである。達成度は以下の通りである。 

 プロジェクトを通じて 1 週間の宿泊研修が 12 回開催され、組織運営・ジェンダー・

環境教育・農林業生産技術・食品加工などの研修が実施された。研修には各グルー

プから 2 名の代表者が参加し、研修終了後に他のメンバーに研修内容を伝えること

が義務付けられていた。並行して、プロジェクトを通じて 1 日研修やセミナー、普

及サービスを通じた技術移転が行われている。 

 それらの機会を通じて、40 種類の環境に配慮した農林業生産技術が紹介され、38 種

類がグループ農園や個人農園で適用されている。紹介される技術はグループそれぞ

れの状況やニーズに即して選択されている。 

 プロジェクトによるモニタリング結果では、紹介された技術のうち 85％について、

グループメンバーが、自ら適用するだけでなく他の人に教えることが出来るレベル

に達している。また 14 グループ中 12 グループにおいて、3 分の 2 以上のメンバーの

習熟度が、同様のレベルに達している。 

 グループメンバーたちによると、こうした技術を通じて、近隣の狭い農地において

の生産が可能になり、またその生産量が増加している。 

 

（3）アウトプット 3：流域の適正な土地利用とチャグレス国立公園の保全に貢献する農地

利用計画（PUF）がグループメンバーによって作成され、実行される 

＜指標＞ 

1） プロジェクトの終了時にまでに、すべてのグループが、関連政策と合致した農地

利用計画（PUF）を持つ 

                                                        
2 アクティブなメンバー数は、中間レビュー時（141 名）よりは増加しているものの、最近もメンバーの

脱退などがみられる。 
3 プロジェクトが半年ごとに実施している、技術の習熟度モニタリング結果を用いた。 
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2） プロジェクトの終了時にすべてのグループが、農地利用計画（PUF）に基づいた

活動を実施している 

3） プロジェクトの終了までに、すべてのグループで個人農園を所有しているメンバ

ーのうち 80％以上が、関連政策と合致した農地利用計画（PUF）を持つ4 

4） プロジェクトの終了時に、すべてのグループで個人農園を所有しているメンバー

のうち 60％以上が、農地利用計画（PUF）に沿った活動を始めている 

 

＜実績＞ 

アウトプット 3 は大部分達成されており、残りのプロジェクト期間にすべて達成される

見込みである。達成度は以下の通りである。 

 プロジェクト活動を通じて、全 14 グループにおいて農地利用計画作成のためのワ

ークショップが実施され、グループ農園の農地利用計画が作成された。現在全グ

ループにおいて、計画に基づいたグループ活動が行われている。 

 メンバーの個人農園の農地利用計画についても、8 グループにおいて作成を支援

する活動が実施された。2011 年 2 月末までに、アクティブなメンバー154 名のう

ち、個人農園を有するメンバー133 名中 81 名（約 60％）が、既に個人農園のため

の農地利用計画を作成済である5。残りの 6 グループのうち、3 グループにおいて

は、作成支援の活動が始まっている。他の 3 グループを含むすべてのグループに

おいて、プロジェクト終了時までに、個人農園の農地利用計画の作成支援が終了

する予定である。個人農地の農地利用計画を作成したメンバーたちは、計画の活

用を始めている。 

 プロジェクトが作成した農地利用計画のアウトラインは、チャグレス国立公園内

での農地利用のための承認申請に必要とされる書類（農地管理計画）として、認

定される予定である。現在その申請のためのプロセスの承認作業が ANAM 内で行

われており、確定次第、グループとメンバー個人の農地利用の申請に向けた支援

が行われる予定である。 

 グループメンバーたちは、農地利用計画が生産管理に役立っており、便利である

と感じている。 

 農地利用計画の作成において普及員の支援が非常に重要であるが、普及員や関係

者の間で、農地利用計画の作成において必要な関連政策の情報や内容についての

確認や共通認識を持つための取り組みは、プロジェクト活動に含まれていなかっ

た。 

 

（4）アウトプット 4：グループメンバーと関連当局が共通の関心を有する危機的な地域や

保全の重要性の高い地域の土壌保全に貢献する森林の面積がグループメンバーによって増

加される 

                                                        
4 国立公園内において、土地の所有は不可能であり、メンバーたちが有しているのは利用権である。し

かし、本報告書では混乱を避けるために、「所有」と記載することとする。 
5 メンバーの中には、同じ世帯のメンバーが含まれているため、実際に作成された農地利用計画は 58 農

地分である。 
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＜指標＞ 

1） プロジェクトの終了時に、グループメンバーが、危機的な地域や保全の重要性の

高い地域において 2.0 ヘクタール以上植林している 

 

＜実績＞ 

アウトプット 4 は計画通り達成されている。達成度は以下の通りである。 

 プロジェクトを通じて対象コミュニティの中で、2.1 ヘクタールの危機的な地域が

植林された。植林可能な危機的地域は非常に限られており、対象コミュニティの

うちの 5 つには、植林可能な危機的地域を保有していない。そのため、危機的地

域以外の地域においても、1.4 ヘクタールの植林が促進された。こうした植林活

動は、グループメンバー以外のコミュニティの人々も参加して行われた。 

 対象コミュニティにおいて過去に実施された植林活動の影響により、植林に対し

てネガティブな感情を持っているメンバーがみられる6。そのため 1 グループでは、

本アウトプットに関連した活動が実施されなかった。 

 

（5）アウトプット 5：グループのニーズと関連政策に沿った技術指導が普及員によって提

供される 

＜指標＞ 

1） プロジェクトの中間までに、初版の普及ガイドラインが作成される 

2） プロジェクト終了時に、第二版の普及ガイドラインが作成されている 

3） すべての普及員が、関連政策を理解し、グループメンバーの支援のために関連政

策と普及ガイドラインに沿った技術や知識の普及を行う 

4） プロジェクトの終了時に全てのグル―プメンバーのうち 90％が、普及サービスに

満足している 

5） プロジェクトの終了までに、普及体制が確立され機能している 

 

＜実績＞ 

アウトプット 5 は概ね計画通り達成されている。達成度は以下の通りである。 

1） プロジェクトでは、これまでの活動の経験に基づいて、コミュニティレベルにお

ける普及サービスの実施プロセスを中心にした普及ガイドラインを作成し、2009

年に初版を発行した。出版された 200 部は、ANAM 内のプロジェクトが所属する

流域管理局や研修所などにおいて配布された。また、JCC においても関係機関に

紹介され、配布された。現在、普及員たちは、この普及ガイドラインに基づいた

活動をおこなっている。 

2） プロジェクトでは、引き続き第二版の作成に取り組んでいる。現在ドラフトが完

成し、ANAM 内での校閲が行われている。プロジェクト終了前に出版され、紹介

セミナーが実施される予定である。 

3） 普及員たちは、週に 4 日グループを訪問し、グループ側は 1、2 週間に一度、普及

                                                        
6 植林活動のために無償労働を提供したが、結局植林された地域での収穫が禁止されたため、利益を得

ることができなかったことによる。 
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サービスを受けている。プロジェクトのモニタリング結果によると、グループメ

ンバーのうち 76％がサービスに「満足」しており、17%が「良い」と感じている。 

4） アウトプット 3 の達成度の項において記載したとおり、普及活動に必要な関連政

策の情報や内容についての確認や共通認識を持つための取り組みは、プロジェク

ト活動に含まれていなかった。 

 

（6）アウトプット 6：住民がプロジェクト地域における天然資源の適切な利用と環境保全

の重要性について認識する 

＜指標＞ 

1） プロジェクトの中間までに、プロジェクト地域における天然資源の適切な利用と

環境保全の重要性について、住民たちの認識を高めるための教材が準備される 

2） 環境教育活動への参加者のうち 80％が、プロジェクト地域における天然資源の

適切な利用と環境保全の重要性を認識する 

 

＜実績＞ 

アウトプット 6 は概ね計画通り達成されている。達成度は以下の通りである。 

 対象コミュニティでは、プロジェクトを通じて学校での講義、コンテスト、ごみ

拾いなどの環境教育活動が行われた。プロジェクト期間の後半には、こうした環

境教育の取り組みは、グループメンバーを主体として実施された。環境教育の参

加者を対象に実施されたアンケートでは、75％以上の参加者が、環境保全の重要

性に対する認識が向上したと回答している。 

 プロジェクトでは、成人への環境教育の教材として、3 種類の教材の作成と、32

種類の教材の収集整理が行われた。作成された教材は、「ボケロン川をきれいに」

のチラシ（2000 部）、講話用イラスト紙芝居 1 「保全された流域と荒廃した流域」

（50 部）、講話用イラスト紙芝居 2「有機農業と慣習的農業」（35 部）である。ま

た、就学児童への環境教育用として、45 種類の教材が収集整理された。これらの

収集整理された教材の一部は、実際にプロジェクト活動で活用されている。 

 

3.4 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：環境に配慮し参加型手法を用いた持続的な農林業生産技術が、環境

庁の普及体制を通して、プロジェクトが組織したグループのメンバーによって実践される 

＜指標＞ 

1） グループメンバーが、プロジェクトによって確立された普及体制を通じて紹介さ

れた環境に配慮した農林業生産技術のうち、少なくとも 75％を利用する 

2） プロジェクト終了時に、80％以上のグループが、環境に配慮した技術を導入した

グループの 3～5 年計画を持っている 

 

＜実績＞ 

プロジェクト目標は、概ね計画通り達成されている。達成度は以下の通りである。 

 プロジェクトによる研修や普及サービスを通じて、グループメンバーに対して 40
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種類の環境に配慮した農林業生産技術が紹介され、そのうち 38 種類が、グルー

プ農園や個人農園で適用されている。 

 プロジェクトが支援する全 14 グループにおいて、グループの将来ビジョン、基本

情報、農地利用計画、活動資金の創出・ネットワーキング・研修などの戦略を含

む、3～5 年のアクションプランが作成され、それに基づき活動が行われている。

さらに、プロジェクト終了までに、個人農園を保有しているメンバーのうち 80％

以上が、個人農園を対象とした農地地利用計画を持つ予定である。 

 全アウトプットが、プロジェクト終了までに達成される見込みである。 

 

3.5 上位目標の達成の見込み 

上位目標：アラフエラ湖流域の中下流域において、環境に配慮した持続的な生産活動が実

践される 

＜指標＞ 

1） プロジェクトによって紹介された技術のうち、少なくとも 2 種類以上の技術を実

践しているコミュニティメンバーの数が、プロジェクト終了時の 2 倍以上に増加

する 

2） 2014 年までに、チャグレス国立公園内において農地利用計画もしくは農地管理計

画に沿った農業活動を行うコミュニティメンバーの数が、少なくとも 100 人以上

になる 

 

＜実績（見込み）＞ 

プロジェクトの上位目標は、ANAM が作成している出口戦略（本プロジェクト終了後も

ANAM がこれまでの活動を継続して実施していくための活動戦略）に基づいて、普及活動

が継続して行われることより、達成される見込みである。 

 

3.6 プロジェクトの実施プロセス 

プロジェクト活動は、特に大きな問題なく実施されている。特記事項としては以下の通り

である。 

 

1） モニタリングの実施状況 

プロジェクトでは、現場の状況に即して PDM が 2 度改訂され、それに基づい

た活動が実施されている。中間レビューの提言に沿ってモニタリング状況が改善

され、全スタッフによる週例会議と、グループごとの月例の会議と半期に一度の

ワークショップが開催され、情報交換やフィードバックが行われている。さらに、

日本人専門家による APO を用いた進捗情報の確認（2，3 カ月毎）と、半年に一

度のグループの進捗度モニタリングが実施されている。活動実績は、毎年 JCC で

報告されている。 

2） 農民グループ活動は、月例集会、半期・年間のワークショップにおける合意形成

を通じて行われている。モニタリングについては、中間レビューの提言に従い、

プロジェクト独自のグループの習熟度指標が作成され、活用されている。モニタ
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リング指標は、普及ガイドラインにも掲載されている。一方、こうしたモニタリ

ング結果の分析は、必ずしも十分とはいえない。 

3） プロジェクトの投入 

プロジェクトの投入は、概ね計画通り実施されている。投入量やタイミングに

ついては大きな問題はみられないものの、関係者間でさらにコミュニケーション

が行われることで、より効果的な投入が可能になったと考えられている。 

 

3.7 貢献・阻害要因の総合的検証 

プロジェクト活動において、以下のような貢献要因と阻害要因がみられた。 

 

3.7.1 計画要因に関するもの 

（1） アプローチの選定 

プロジェクトでは、過去に実施した PROCCAPA プロジェクト（＊）の経験や

成果に基づいたアプローチを採用している。さらに、PROCCAPA から引き続いて

多くのカウンターパートが配置されたことで、経験に基づいたスムーズな取り組

みが可能になった。（貢献要因） 

（＊）PROCCAPA（2000－2005 年）では、行政と住民間との信頼関係の醸成の下、参加型

により農民を組織化する手法及びアグロフォレストリー、等高線栽培や稲作等の流域保全に配

慮した生産活動技術を構築し、その技術を普及員に移転した。現在も住民が流域保全に配慮し

た生産活動を主体的・継続的に行っている。 

 

一方、ある程度確立されたアプローチが適用されたことで、PROCCAPA と本プ

ロジェクトの対象地域の社会経済状況の違い（地理的状況や生計の手段など）へ

の柔軟な対応に、多少課題がみられた。（阻害要因） 

 

（2） 対象地域の選定 

対象地域は、他ドナーによる支援が多い地域であった。そのため、プロジェ

クト開始以前から多くの支援対象となっており、すでに援助疲れがみられたコ

ミュニティや、期間中に本プロジェクト以外に複数の支援を受けていたグルー

プがみられた。（阻害要因） 

 

（3） 参加を促進する活動内容 

プロジェクトの比較的初期段階にジェンダー研修や自己啓発研修が実施された

ことで、メンバーの自信の獲得や相互理解につながり、プロジェクト活動への（特

に女性）参加が促進された。その後の普及員を中心とした継続した働きかけによ

り、その傾向が強化されている。（貢献要因） 

 

3.7.2 実施プロセスに関するもの 

（1） 対象地域のニーズへの柔軟な対応 

プロジェクトでは、グループメンバーの経済活動への興味やニーズを考慮し、
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PROCCAPA では行われなかったグループの経済活動への支援が行われている。た

とえば、各グループが、外部からの活動資金支援の申請をするため、ビジネスプ

ランの作成支援が行われている。こうした経済活動は、グループ活動へのメンバ

ーのモチベーションを維持し、グループ活動の自立発展性を高めている。（貢献

要因） 

 

（2） モニタリングの分析 

3.6 のとおり、中間レビューの提言に沿って、プロジェクトのモニタリング方法

は改善され、定期的な情報共有とフィードバックが行われている。一方で、グル

ープ活動に関するモニタリングについては、定期的に行われているものの、その

分析は必ずしも十分とはいえず、グループごとの状況に即した教訓の抽出が、十

分に行われていない状態である。（阻害要因） 

 

（3） 異常気象の影響 

2010 年の 12 月に生じた季節はずれの大雨の影響により、いくつかのグループ

において、インフラや農園の復旧が必要となっている。それにより、今後のプロ

ジェクト活動への影響が生じることが懸念されている。（阻害要因） 
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第 4 章 評価結果 

 

4.1 評価 5 項目による評価結果 
4.1.1 妥当性 

プロジェクトは、以下の理由により妥当であると判断される。 

 

（1） プロジェクト実施の必要性 

プロジェクト対象地域は、アラフエラ湖の中下流域のチャグレス国立公園とそ

の緩衝地帯に位置しており、生物学的、社会経済学的に重要な地域であり、パナ

マ政府は、この地域の環境保護を重視している。そのため、本プロジェクトは、

この対象流域の管理と環境保全を担当する ANAM のニーズに適合している。 

プロジェクト活動は、農地利用などに制約があるチャグレス国立公園内の農民を

はじめとした地域の人々の、環境に配慮した生計向上や農業生産の改善へのニー

ズに合致している。 

 

（2） プロジェクトの優先度 

プロジェクトは、パナマ政府の憲法や環境保護政策に合致している。また、対

象地域が含まれるチャグレス国立公園の管理計画等の関連政策にも沿っている。 

日本政府の ODA 政策においても、パナマの JICA 重点支援分野のうち、貧困削減

と環境保全分野が、本プロジェクトに合致している。 

 

（3） 手法としての適切性 

プロジェクトでは、PROCCAPA の経験や成果に基づいたアプローチが採用され

ている。過去のプロジェクトを通じてある程度確立されたアプローチが適用され

たことは、スムーズな活動実施を可能にした。一方、対象地域の社会経済状況の

違いへの柔軟な対応が、多少困難になった。 

 

4.1.2 有効性 

以下の理由により、プロジェクトは概ね有効であると判断される。 

 

（1） プロジェクト目標の達成度 

6 つのアウトプットは、プロジェクト活動を通じてほぼ達成されている。アウ

トプットの達成を通じてプロジェクト目標は、プロジェクト終了までに達成され

る見込みである。個人農園の農地利用計画に関する活動は、6 グループにおいて

はまだ終了していないが、プロジェクトの残りの期間で完了する予定である。こ

うした個人農園についての活動により、プロジェクトによって紹介された農林業

生産技術の個人農園での適用が進むことが予想されており、メンバーによって利

用される技術数や適用者の人数が増加する見込みである。 
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（2） アウトプットとプロジェクト目標の因果関係 

アウトプットは、それぞれ関連し合っており、相乗効果を高めるようにデザイ

ンされている。たとえば、アウトプット 1 を通じた組織化によって、アウトプッ

ト 2 の環境に配慮した農林業生産技術の移転やその適用が可能になっている。ア

ウトプット 5 の環境教育を通じて、農林業生産技術のグループメンバーたちの環

境への意識が高まり、その適用が促進されている。アウトプット 3 における農地

利用計画の作成は、グループの運営（アウトプット 1）を助け、プロジェクトに

よる知識や農林業生産技術の実施や維持（アウトプット 2）を促進している。ま

た、普及サービスを通じたこれらの活動の実施やモニタリングは、アウトプット

5 の普及体制の確立やガイドラインの作成に寄与している。ジェンダー研修や自

己啓発研修（アウトプット 2）と、普及員による働きかけ（アウトプット 5）は、

女性の参加を促進し、アウトプット 1 の達成に寄与している。 

一方、アウトプット 4 は、アウトプット 2 と 3 の活動と重複しているため、独立

したアウトプットではなくそれぞれに含まれることで、よりスムーズに実施され

たと思われる。 

 

（3） アプローチの有効性 

プロジェクトではグループアプローチを採用している。グループ活動を通じて、

新規の機材や技術への投資が難しい小規模農家であるメンバーは、プロジェクト

の参加を通じて生計向上の手段の獲得が可能になった。 

 

（4） 外部条件の影響 

2010 年の 12 月に生じた季節はずれの大雨の影響により、いくつかのグループ

は、インフラや農園の復旧が必要となっており、今後プロジェクト活動への影響

が懸念されている。これ以外には、特に外部条件による影響はみられない。 

 

4.1.3 効率性 

以下の理由により、プロジェクトの効率性は比較的高いと判断される。 

 

（1） 投入及び活動とアウトプットの因果関係 

プロジェクト活動は概ね計画通り実施されており、活動を通じてアウトプット

が達成されている。 

一方、アウトプット 2、3、5 を達成する上で必要であった、「プロジェクト活動

に関連した法令や政策の内容について関係者間で確認や共通認識を持つ」取り組

みは計画に含まれていなかった。またアウトプット 5 に関連して、プロジェクト

のアプローチを広く普及していくための活動なども、計画に含まれていなかった。 

 

（2） 投入のタイミング・量・質 

各グループのメンバーは、非常に精力的に活動に従事しておりプロジェクト活

19



 

動の効率的な実施に寄与しているものの、投入金額に比べると受益者の規模は比

較的小さい。 

 

4.1.4 インパクト 

プロジェクトの上位目標は、ANAM が作成している出口戦略が計画通り実施されること

で、達成が見込まれる。 

プロジェクト活動を通じて、予期された、もしくはされていなかった以下の波及効果が

生じている。 

 

（1） グループメンバーの変化 

グループ活動を通じて、移住者が多く横のつながりの弱かった対象地域のコミ

ュニティにおいて、メンバー間の相互理解や協力関係が強化されている。またジ

ェンダーに関する認識が向上したことで、男女メンバーの相互理解が進み、協力

関係を通じた活動が推進されている。たとえば、グループ活動に関連したジェン

ダー役割に関する行動変容がみられ、グループ活動の際に行われる昼食の準備を

男性メンバーが手伝ったり、伝統的に男性が行うことが多かった農作業への女性

メンバーの積極的な参加が行われたりしている。 

 

（2） グループメンバー以外の人を含むコミュニティへの人々の変化 

対象コミュニティでは、グループに所属しない人たちの一部が、グループ活動

への興味や労働交換7を通じて、プロジェクトにより紹介された環境に配慮した

農林業生産技術を習得し、その適用を始めている。またプロジェクトでは、焼畑

などの環境保全に問題の多い遠方の小規模コミュニティを対象に、既存の学校な

どの組織を通じた支援を始めている。 

普及員たちによると、こうした環境教育や環境に配慮した農林業生産技術の普及

を通じて、対象地域の人々の環境意識に変化が生じ、対象コミュニティでの開墾

や焼畑を通じた耕作が減少している。 

 

（3） 政策・法律・制度への影響 

プロジェクトが作成した農地利用計画のアウトラインは、チャグレス国立公園

内での農地利用のための承認申請に必要とされる正式書類である「農地管理計

画」として、認定される予定である。 

 

（4） 他のプロジェクトや機関への影響 

プロジェクトが採用しているアプローチは、ANAM 内外においてその有効性

を広く認められており、ANAM が実施する他の流域管理を目的としたプロジェ

クトの一部において、そのアプローチが採用され、スタッフ研修で普及ガイドラ

                                                        
 
7 対象地域では、農作業などの人員不足を補うため、コミュニティ内や近隣のコミュニティの人々の間

で、労働交換が行われている。 
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インが適用されている。 

また、運河庁などの他の機関が実施するプロジェクトにおいても、その手法が採

用されている。たとえば運河庁が 2010 年から実施している環境経済インセンテ

ィブプログラム（PIEA）では、プロジェクトのアプローチや環境に配慮した農

林業生産技術が適用されている。 

 

（5） 想定されていなかったマイナスの効果 

プロジェクト活動開始以前から設立されていたグループのうち、政府からの

農地の分配を目的として形成されたグループでは、土地の使用に関するメンバ

ー間の問題を慢性的に抱えていた。これらのグループの一部では、本プロジェ

クト活動を始めたことで、沈静化していたメンバー間の土地使用に関する問題

が表面化している。 

 

4.1.5 自立発展性（見込み） 

プロジェクトの自立発展性は、ANAM が作成している出口戦略の実施により担保される

見込みである。 

 

（1） 住民グループの組織能力 

プロジェクトに支援されたグループは、プロジェクト活動を通じて、自主的に

運営し活動を実施する能力を獲得しつつある。しかし、グループの成熟度には格

差がみられるため、それぞれの成熟度に即して、プロジェクト終了後も引き続き

モニタリングとフォローアップが必要である。 

プロジェクトによる組織化を通じてメンバーは、他の組織からの支援の受け皿と

なることが可能になっている。現在、ビジネスプラン作成を通じて、グループの

経済活動に対する外部資金を獲得するための支援が行われている。こうした経済

活動の継続の可能性は、各グループの自立発展性に大きく影響すると思われる。 

 

（2） プロジェクト活動の継続のための ANAM の組織能力 

ANAM のカウンターパートたちの多くは、PROCCAPA からプロジェクトに関

わっており、自立発展的な活動を取り組むための能力は十分に強化されている。

しかし、ANAM ではコミュニティへの普及活動はプロジェクト単位で行われてお

り、プロジェクト終了後、多くのカウンターパートが、本部か他のプロジェクト

に配属される予定である。 

プロジェクト対象地域の普及活動は、チャグレス国立公園管理事務所に引き継が

れる予定である。現在プロジェクト配属の普及員の 1 名がこの事務所の配属とな

っており、活動を継続して担う予定である。しかし、対象地域への十分なモニタ

リングとフォローアップを継続するためには、事務所の人材、機材、財政面など

の強化が必要である。 
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（3） ANAM の政策や制度 

プロジェクトが構築した普及プロセスは、普及ガイドラインにまとめられてお

り、ANAM を中心にして配布され、関係者に共有されている。ガイドラインは現

在改訂中であり、プロジェクト終了までに第二版として出版され、普及セミナー

を通じて ANAM 内に普及される予定である。 

今後、ANAM 内での制度化のための取り組みが必要である。 

 

（4） ANAM 内外におけるプロジェクトによる普及アプローチの普及の可能性 

ANAM が実施している他の流域管理への、プロジェクトのアプローチの普及の

取り組みは、残りのプロジェクト期間に実施される予定である。たとえば、第二

版の普及ガイドラインが完成後、普及セミナーを通じてアプローチの紹介と活用

の促進が行われる予定である。 

この普及セミナーやプロジェクトの終了セミナーを通じて、ANAM 関係者だけ

でなく、運河庁や農牧開発省、NGO などの関係機関に対して、アプローチが紹介

され、それらの機関における活用が促進される予定である。 

 

4.2 結論 
プロジェクトのアウトプットはほぼ達成されており、プロジェクトの終了時にはプロジ

ェクト目標が達成される見込みである。 

プロジェクトによるグループ活動を通じて、対象コミュニティの農民は、環境に配慮し

た農林業生産技術を習得し、生計向上の有効な手段として活用している。すべてのグルー

プにおいて、グループ農園の農地利用計画が既に作成されており、それに基づくグループ

活動がおこなわれている。 

プロジェクトが作成した農地利用計画のアウトラインは、国立公園内の農民の農地利用

申請書類として認定されることになっており、対象農民の申請の取り組みを支援している。

さらに、こうしたプロジェクトが行っている農地利用計画に関する活動は、国立公園内に

おける農民の農地利用に対する ANAM 内の承認手続きの策定の促進にもつながっている。

プロジェクト活動を通じて構築された普及のプロセスは、ガイドラインに取りまとめられ

ており、ANAM 内で広く紹介されることが可能になっている。カウンターパートの能力も

強化されている。 

今後、対象地域内においてプロジェクトの成果を持続させ、プロジェクトの経験やアプ

ローチを他の地域へ展開させるために、上位目標の達成を見据えた戦略の策定が不可欠で

ある。 
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第５章 提言・教訓 

 

5.1 提言 
評価結果に基づき、プロジェクトおよび ANAM に対して、以下の提言がなされた。 

 

（1） プロジェクト対象地域における普及サービスの拡大について 

＜プロジェクト期間内に、プロジェクトが実施すること＞ 

 対象グループ活動への資金支援や、グループを対象にした ANAM 以外の普及サー

ビスに関する情報を収集し、グループに対して提供する。 

 対象グループごとの組織運営の成熟度を分析し、それに基づいたモニタリング計画

を作成し実施する。 

 グループメンバーの個人農園の農地利用計画について、その作成に関する活動を確

実に遂行する。 

 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 既存のグループのメンバー数の増強に努めるとともに、グループ以外の受益者を

拡大するための戦略を作成し、実施する。 

 

（2） プロジェクトが構築した普及プロセスの普及（他の地域での展開や他の機関への

利用促進）について 

＜プロジェクト期間中に、プロジェクトが実施すること＞ 

 対象 14 グループについて、コミュニティの地理的条件、主な生計手段、農地の所

有権、グループ設立の経緯や特徴などに基づいた分類と分析を行い、グループア

プローチの教訓を抽出する。さらに、その分析結果を普及ガイドラインの添付資

料とし、共有する。 

 確立された普及プロセスの紹介と、将来の協力に向けたネットワークの強化を目

的として、普及ガイドラインの普及（紹介）セミナーへ、広範囲な関係者（農牧

開発省、運河庁など）を招待する。 

 プロジェクトの終了セミナーにおいて、関連機関に対して、プロジェクトの教訓

を共有する。 

 将来の協力（特に農地利用計画の効果的な適用を促進）を目的として、対象グル

ープのモニタリング活動へ、農牧開発省、ナチューラ財団、運河庁などの関連機

関の巻き込みを図る。 

 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 プロジェクト終了までに、評価ガイドラインの普及セミナーの実施可能になるよ

う、第二版普及ガイドラインの校閲と承認を、4 月までに完了する。 

 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 
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 ANAM の研修所において普及ガイドラインが活用されるように、働きかけを行う。 

 普及ガイドラインの実施を制度化するための、取り組みを行う。 

 CICH（運河流域協議委員会）の会議において、プロジェクトが構築した普及プロ

セスを普及するための取り組みの進捗状況を少なくとも年に一度報告する。また

その際には JICA 担当者が参加する。 

 

（3） 農地利用計画について 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 チャグレス国立公園の農地利用について、既存の承認申請への対応を早急に行う。 

 チャグレス国立公園の農地利用の承認申請プロセスを、早急に確定する。 

 プロジェクトによって作成された農地利用計画のアウトラインが、公園内の農地

利用の申請に必要な公的書類である「農地管理計画」として適用されるよう、適

切な法的措置を行う。 

 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 チャグレス国立公園内とプロジェクトが支援する緩衝地帯のグループにおいて、

未だに農地利用計画を作成していないメンバーに対して、計画の作成支援を行う。 

 国立公園の緩衝地帯において、流域管理の有効なツールとして農地利用計画の作

成を促進するため、農牧開発省や NGO などの他の機関との協力を継続する。 

 運河庁が実施する PIEA プロジェクトがチャグレス国立公園内でも実施されるよ

う、運河庁との協力を継続する。 

 

（4） ANAM の普及メカニズムについて 

＜プロジェクト期間中に、ANAM が実施すること＞ 

 緩衝地帯における普及サービスは、ANAM の地域事務所とチャグレス国立公園管

理事務所の、どちらが担当するかを明確にする。 

 チャグレス公園管理事務所が、プロジェクト活動のフォローアップを行う上で必

要な機材や物資を確保する。 

 プロジェクトから公園管理事務所への、プロジェクト活動の引き継ぎ期間を確保

する。 

 プロジェクトの引き継ぎを適切に行うために、チャグレス公園管理事務所へ、要

員の補強が行われる。補強される要員は、プロジェクトのカウンターパートが望

ましい。 

 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 プロジェクト対象地域以外の流域において、プロジェクトが構築した普及プロセ

スの展開を担当する人材を配置する。配置される要員は、カウンターパートもし

くは、プロジェクトに雇用されているアシスタントが望ましい。 
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（5） プロジェクトの経験の政策や開発計画へのフィードバックについて 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 運河庁等の他の機関が担当する流域管理政策や計画の作成や修正において、プロ

ジェクトの経験が積極的に適用されるよう、働きかけを行う。 

 

（6） 出口戦略の作成と実施 

＜プロジェクト期間中及び終了後に、ANAM が実施すること＞ 

 から（5）までの提言内容に留意し、プロジェクトの引き継ぎとフォローアップを

行うための出口戦略を作成し、実施する。 

 

5.2 教訓 
 プロジェクト活動を通じて、以下の教訓が抽出された。 

 

（1） プロジェクトデザインについて 

 対象地域や戦略を選定する際の、地域の生計手段を考慮する必要性： 

本プロジェクトの対象地域では、流域管理へのニーズは高いものの、プロジェク

トの働きかけの対象となった農林業技術を必要としている農家は小規模である。

同地域では、畜産農家がより大規模な生業を行っており、環境に悪影響を与えて

いる。そのため、今後実施されるプロジェクトでは、対象地域の人々の生計手段

を考慮し、より効果的な取り組み内容を選定する必要がある。 

 持続的な普及サービスの展開： 

ANAM の普及サービスはプロジェクトごとに実施されており、普及を担当する

部署は設置されていない。そのため、プロジェクト終了後にプロジェクトによっ

て確立された普及プロセスが継続して活用されるには、懸念材料が多い。普及担

当部署の無い ANAM のような機関を実施機関とするプロジェクトを展開する場

合、普及組織を有する農牧開発省などの機関との協力を通じた活動の実施が必要

である。 

 マクロ・メゾ・マイクロレベルの連携： 

本プロジェクトは、プロジェクト対象地域のコミュニティレベル（マイクロレベ

ル）とその実施を行うメゾレベルの能力強化を図るよう設計されている。しかし、

プロジェクトの取り組み内容を制度化するためには、政策や制度化を担当するマ

クロレベルの支援も重要である。今後類似の取り組みが行われる場合は、マクロ、

メゾ、マイクロの 3 つのレベルにおける取り組みの連携が必要である。 

 

（2） プロジェクトアプローチについて 

 過去の経験による遺産の活用： 

本プロジェクトに配属されたパナマ側カウンターパートの多くは、過去のプロジ

ェクトの経験者であり、それによりプロジェクト活動の有効性が高められた。将

来実施されるプロジェクトにおいても、こうした過去に実施された類似案件の経
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験を活用することが有効である。 

 過去の経験に基づくアプローチの応用： 

プロジェクトが PROCCAPA の経験や成果を活用したアプローチを応用したこと

は有効であった。しかし、将来のプロジェクトにおいて、こうした過去の経験に

基づくアプローチを採用する場合、対象地域が異なる場合には、それぞれの社会

経済状況の違いを注意深く分析し、対象地域の状況に即した柔軟な応用を行うこ

とが必要である。 

 グループアプローチの有効性： 

プロジェクトが採用したグループアプローチは、新規の機材や技術への投資が難

しい小規模農家が生計向上の手段を獲得するには、効果的な手段である。しかし、

個々の世帯単位で農業を実施しているプロジェクト対象地域の人々にとっては、

グループアプローチは馴染みのないものであった。結果として、グループメンバ

ー数が増加せず、グループ活動の自立発展性にも影響を与えている。そのため、

将来プロジェクトを行う際には、対象地域の集団行動の傾向に留意した上で、ア

プローチの選定を行うことが重要である。 

 ボトムアップ・トップダウン双方からのアプローチの適用： 

プロジェクトが採用したボトムアップアプローチは、コミュニティレベルの環境

保全に効果的であった。しかし（１）で指摘されたとおり、より効果的な取り組

みを実現するためには、法律や政策を通じた組織的な働きかけや、PES（環境サ

ービスに対する支払い）の実施を通じた農民への経済的インセンティブの提供と

いった制度の整備等、マクロレベルからの取り組みが必要である。そのため、将

来類似の取り組みが行われる場合、トップダウンとボトムアップ双方からのアプ

ローチが必要である。 

 

（3） モニタリング評価について 

 ベースラインデータの収集と分析： 

プロジェクトでは、グループごとの活動の進捗について、定期的なモニタリング

を行っている。しかし、活動によるインパクトを把握するためには、個人や世帯

ごとの収入や消費についてのベースラインデータを収集しておく必要があった。

将来類似のプロジェクトを行う場合、プロジェクトによる介入前、期間中、終了

後のそれぞれにおいて、社会経済状況の変化を分析出来るよう、ベースラインデ

ータの収集と分析を、活動に組み込んでおく必要がある。 

 

（4） グループ活動について 

 組織化の際の規範や規定の明確化： 

プロジェクトの対象となっているグループにおいて、メンバー間におけるグルー

プの規定の認識のずれから、グループ活動の運営やグループ農園の維持に問題が

生じているグループがみられる。グループの組織化の際には、グループへの加入

や脱退の際に守らなければならない組織の規範や規定を明確化し、メンバー間で

共有しておくことが肝要である。 
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 グループ間の経験の共有： 

フィールド訪問などを通じた他のグループ（地域内外ともに）との経験の共有は、

メンバーの技術に関する理解促進と、活動へのモチベーションの維持に効果的で

ある。 

 ジェンダー研修と自己啓発研修の実施： 

プロジェクトの初期段階でジェンダー研修や自己啓発研修を実施することは、女

性の参加や男女双方からのグループ活動への貢献が促進されるため、効果的であ

る。 

 経済的インセンティブの付与： 

ビジネスプランの作成などを通じて、グループ活動による経済的インセンティブ

をメンバーが得ることは、メンバーの活動へのモチベーションの維持やグループ

の自立発展性の保持に効果的である。 

 

（5） その他 

 研修実施において、1 週間の宿泊研修は効果的であった反面、1 週間家を空けるこ

とが困難なために、参加を断念せざるを得ないメンバー（特に子供のいる女性）

がみられた。研修実施の際には、研修のタイミングや期間などに留意する必要が

ある。 

 中間レビューの提言に従い、グループの組織化を担当する参加型開発分野や環境

教育分野の普及員と、農林業生産技術の普及員が一緒に活動を行ったことで、よ

り効果的な普及活動が可能になった。将来プロジェクトを実施する際には、こう

した社会開発と技術普及の活動を、組み合わせた実施が推奨される。 

 

以上 
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MIl可UTESOF MEETINGS 

BETWEEN 

THE JAPANESE TERMIl、IALEVALUATION TEAM 

AND AUTHORITIES CONCERNED OF THE GOVERNMENT 

OF THE REPUBLIC OF PANAMA 

ON THE JAPANESE TECHNICAL COOPERATION 

ON THE PROJECT FOR 

PARTICIPATORY COMMUNITY DEVELOPMENT AND 

INTEGRATED MANAGEMENT OF THE ALHAJUELA LAKE SUBWATERSHED 

The Japan International Cooperation Agency (hereina自erreferred to as“JlCA") and the government of 

the Republic ofPanama (hereinafter referred to as “Panama") organized a Joint Terminal Evaluation Team 

(hereinafter referred to as “the Team") composed of the Japanese Evaluation team headed by Mr. ENDO 

Hiroaki， Director， Forest and Nature Conservation Division 11， Forest and Nature Conservation Group， 

Global Environment Department， JICA， and the Panamanian Evaluation team headed by Mr. Victor Raul 

Corro， from the Directorate ofIntegrated Watershed Management， National Environmental Authority， for 

the purpose of conducting the terminal evaluation of the Japanese technical cooperation project 

“Participatory community development and integrated management of the Alhajuela lake sub-watershed" 

(hereina抗erreferred to as “the Project") 

The Team has carried out intensive study and analysis ofthe activities and achievement ofthe Project， 

and prepared the Joint Terminal Evaluation Report attached hereto (hereinafter referred to田“theReport") 

(ANNEXI)， which was presented to the Joint Coordinating Committee (hereina百erreおrredto as“JCC") 

held on March 3，2011. 

Further， the Japanese Evaluation team had a series of meetings with the Panamanian authorities 

concerned， on the matters related to the Project including the results of the Joint Terminal Evaluation， and 

agreed on the points presented in the attachments. 

品格ルレγ
恥Ir.ENDO Hiroaki 

Team Leader 

The τ'erminal Evaluation Team 

Japan International Cooperation Agency， 

Japan 

Panama City， March 3， 2011 

艶坐:
Ms. Lucia Chandeck 

Minister of Environment Related Matters and 

General Administrator 

National Environmental Authority 

Republic ofPanama 

、、、ー-ュ/7グ¥
寸官官時時 / 

Mr. Felipe Sanchez 

Director， 

International Technical Cooperation 

Ministry of Economy and Finance 

Republic of Panama 
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ATTACHMENT 

The important issues discussed are as follows; 

1. Result of Joint Terminal Evaluation 

Both pぽ tiesagreed upon the contents of th巴 Report，which was approved by the JCC of 

March 3， 2011. 

2. Strategies for ensuring sustainability 

Both ANAM and JICA recognized the importance of ensuring sustainability and expansion of 

outcomes ofthe Project and agreed that ANAM shall undertake the following. 

(1) To strengthen the Chagres National Park with sufficient human resources， equipment 

加 dmaterial including vehicles and boats according to needs. 

(2) To finalize the application procedures for land use in the Park as soon as possible. 

(3) To refin巴， approve and execute ‘the Exit Strategy': Considering the recommendation 

specified in the Report， concrete steps should be specified in the Exit Strategy to take 

full responsibility to take over the Project and to multiply the numb巴rof beneficiaries 

in and outside the Project area. Further effort shall b巴madeto s巴ekfor cooperation 

and financial resources from other relevant organizations such as ACP and MIDA. 

(4) To reflect the Project outcomes in watershed management policy for their adoption in 

other watershed areas. 

Attached Documents: 

APPENDIX 1 Joint Terminal Evaluation Report 

APPENDIX 2 Exit Strategy ofthe Project 

料、32



REPORT OF THE JOINT TERMINAL EVALUATION 

ON THE JAPANESE TECHNICAL COOPERATION 

ON THE PROJECT FOR PARTICIPATORY COMMUNITY DEVELOPMENT 

AND INTEGRATED MANAGEMENT 

OF THE ALHAJUELA LAKE SUBWATERSHED 

The Japanese Terminal Evaluation Team (hereinafter referred to as "the Japanese 

Team")， organized by the Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as 

"JICA")， headed by Mr. Endo Hiroaki， Leader of Japanese 11巴rminalEvaluation Team， JICA， 

visited Panama from 13 February to 3 March， 2011， for the purpose of conducting a terminal 

evaluation of the project for Participatory Community Development and Integrated 

Management of the Alh司uelaLake Subwatershed (herein自社erreferred to as '~he Project") 

and having consultations with the Project pe向。nneland other relevant paばieson the 

implementation of the Japanese 11巴chnicalCooperation for the Project 

For this purpose， the Japanese Team and the Panamanian Terminal Evaluation 

Team (hereinafter referred to as "the Panamanian Team") head巴dby M仁VictorCorro， 

formed the Joint 11巴rminalEvaluation Team (hereinafter referred to as "the Team"). The Team 

evaluated performance and achievements of the Project through偽 Idvisits， interviews and 

had series of discussions in respect of desirable measures to be taken by both authorities for 

the successful implementation of the P町ect

The Team agreed on the contents of the Evaluation Report attached hereto. As a 

result of the discussions， the Team agreed to recommend to their respective authorities the 

matters referred to in the attached Evaluation Report. 

ι代'-1t~~ 
Mr. ENDO Hiroaki 

Leader of Japanese Terminal Evaluation 

Team 

Japan International Cooperation Agency 

Panama City， 3 March， 2011 

?Cム乏ム~~~る
Mr. Victor Raul Corro 

Leader of Panamanian Terminal Evaluation 

Team 

National Environment Authority 
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Tenninal Evaluation Report 

For 

THE PROJECT FOR PARTICIPATORY COMMUNITY DEVELOPMENT 

AND INTEGRATED MANAGEMENT 

OF THE ALHAJUELA LAKE SUBWATERSHED 

March，2011 

The Tenninal Evaluation Team 
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Abbreviations and Acronyms 

No 
Abbreviation 

7 ACP Panama Canal Authority 

2 ANAM National Environment Authority 
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1. Outline of the Evaluation 

1.1. Summary of the Project 

(1) Background 

The area of the Alhajuela Lake subwatershed， located in the east of the Panama Canal 

Watershed， is paはicularlybiological and socio-economical impo由 ntarea. Villagers in 

the area have been developing economic activities through the exploitation of the 

natural resources. Therefore， it is necessary to introduce environmental friendly and 

sustainable production techniques in order to enhance their living-standard besides 

restoring the condition of environment in the area 

The National Environmental Authority (hereinafter referred to as ‘ANAM')， in 

collaboration with Japan Intemational Cooperation Agency (hereafter referred to as 

'JICA')， implemented the Panama Canal Watershed Conservation Project (PROCCAPA)， 

in the uppe印刷 ofthe westem Panama Canal Watershed from October 1， 2000 to 

September 30， 2005， and had successful experiences on applying participatory 

community development for the conservation of the natural environment. 

Both the conservation of the Panama Canal Watershed and the enhancement of 

living-standard of people in the area are important issues for the Panama Canal and 

human security. Therefore， ANAM launched the Project in August， 2006 for the period of 

five years under the cooperation from JICA. 

As the Project period is to be terminated in July 2011， the Terminal Evaluation Team 

(hereina世erreferred to as 'the Team') has been formed in a∞氾rdancewith the JICA 

evaluation guidelines for the pu巾oseof evaluating the progress and pe巾 rmanceand 

providing recommendations for the fur!her realization of the Project outputs during the 

project period left and realization of overall goal after terminating the project. The terminal 

evaluation has been under!aken by the Evaluation Team with the authorities concemed of 

Panama 

(2) Outline of the Project 

According to the Project Design Matrix' Version 32 (PDM3， refer to Annex 1)， the 

Summary of the project is as follows: 

1 PDM: a summary table of a p悶~ectdesign that describes necessary Inpu包，Acuvifies. Outputs， Pro搾ctPurpose， 
Overall Goal， Impo由 ntAssumption， Objecuvely Veri百ableIndi国 to国， Means of Veri古田tion，and the logi田|

但lationshipbetween and among them 
• The PDM was re凶sedtwi田 inSeptember 2∞7 and May 2009. Each revision was approved by the Joint 
Coordination Com汀littee(JCC) 

1
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• project Purpose: 

Sustainable production techniques implemented using environment friendly and 

participatory methods are practiced by the established group members through 

extension system of ANAM. 

• Overall Goal: 

The environment friendly and sustainable production is practiced in middle and 

lower watershed of Alhajuela Lake 

・Outputs

• Output 1: Self-active groups are organized by the pa吋icipatorymanners with 

gender equality. 

• Output 2: The group members are skilled in environment friendly production 

techniques 

• Output 3: Farmland-use plans (PUF) that contribute to the territorial ordering of 

the watershed and the conservation of the Chagres National Park are 

elaborated and in process of implementation by the members of the groups 

• Output 4: The forest coverage for the soil restoration in critical areas and 

important areas in common interest of group members and related authorities， 

are increased by the members of the groups 

• Output 5・Exlensionservice in line with the needs of group members and the 

related policies is provided by extension members. 

• Output 6: The community members are conscious of the importance of the 

appropriate use of natural resources and environmental conservation in the 

project area. 

1.2. Objectives of Evaluation 

The evaluation activities were performed with the following 0榊ctives

(1) To verify the accomplishments of the Project activities， the implementation process and 

the management， and the implementation process，∞mpared to those planned; 

(2) To evaluate the P叫ectin terms of the five evaluation criteria (iβ 町 Relevance，

E宵ectiveness，Efficiency， Impact， and Sustainability) in accordance with the JICA 

evaluation guideline based on the ver百ication;

(3) To clarify the exit strategy， make recommendations on the Project regarding the 

measures to be taken for the remaining Project period and/or a伽 thetermination of the 

Project based on the evaluation results; and 

(4) To collect lessons learned for formulation and implementation of prospective projects in 

the similar field 

1.3. Members of the Evaluation Team 

I
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(1) The Japanese Team 

Team Leader I Mr. ENDO 

Hiroaki 

Director， 

Forestry and Nature Conservation Division 2， 

Forestry and Nature Conservation Group， 

Pa吋icipatory

Rural 

Development 

Cooperation 

Planning 

Evaluation 

Analysis 

Team Leader 

Member 

Member 

Member 

Global Environment Department， Japan 

Int巴mational

Ms. SUGAWARA I Senior Advisor， 

Suzuka I Japan Intemational Cooperation Agency (JICA) 

Mr. NAKASE I Staff， 

Ryosuke I Forestry and Natu陪 ConservationDivision 2， 

Forestry and Nature Conservation Group， 

Global Environment Department， Japan 

Intemational Cooperation Agency (JICA) 

Ms. HOMMA I Consullant， 

Mariko I Social Development Department， 

M仁VictorRaul 

CORRO 

Mr. Narciso 

CUBAS 

Mr. Martin E. 

MITRE 

Ms. Mitzi DE 

GRACIA 

INTEM Consulling， Ltd. 

Chief of Department of Soil， Direct口問te of 

Integ成 edWalershed Management， 

National Environmental 

Foresl Engineer， 

Forest DeぇlelopmentDepartment， 

National Environmental Authority (ANAM) 

Technician of Nalural Resour官esDivision 

Environmental Division， Department of 

Environげnent，Water and Energy， 

Panama Canal Authority (ACP) 

Economist 

Administrative Unit. Directorate of Protecled 

Areas， 

National Environmental Authorily (ANAM) 
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1.4. Schedule of Evaluation 

The Evaluation Study was conducted from February 13， 2011 to March 3， 2011. The Joint 

Evaluation Team (hereinafter refereed to as the Team) collected the infonnation through 

questionnaires and conducted series of interviews with Panamanian project personnel and 

Japanese expeはs.The Team also conducted field visits and series of interviews with the 

beneficiaries in targeted communities by the Project. Based on the results， the Team 

prepared a draft report and finalized it through a series of discussions on March， 2011 

1.5. Review of Project Design Matrix (PDM) 

For evaluation of a technical cooperation of JICA， Project Design Matrix (PDM) is used as 

one of the essential documents. Prior to the start of the evaluation， the Team reviewed the 

latest PDM version 3 approved by the Joint Coordination Committee (JCC) on May， 2009， 

and agreed to prepare a PDM for evaluation (PDMe， refer to Annex 2) as a basis of the 

evaluation through the Team meeting 

Revised components of the PDMe are as follows 

PDM.3 PDMe Note 

Indicator 1 The members 。f the The members of the groups Specification 。f
。f Project groups use， as a whole， at use， as a whole， at least methods and 

Purpose least 75% 。f the 75% of the environment types of 

techniques promoted by friendlv techniques promoted techniques 

the Project through the extension system transferred 

established by the Project 

Indicator of By 2014 the number 。f Proposed an 

Overall community member百 who additional 

Goal practice farming activities indicator 

according to PUF or 'farmland 

managem巴ntplan' reaches at 

least one hundred In the 

Chagres National Park. 

Indicator 1 By the end of the Project， By the end of the project， Specification 。f
。fOutput2 100% of the groups 100% of the groups obtain a type d 

obtain a satisfactory satisfactory evaluation for the knowledge and 

evaluation for the application of knowledge and techniques 

application of knowledge techniques on environment 

and techniques acquired friendly production introduced 

during the Project 凶 theProject 

7 も
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Indicator4 At the end of the Project， At the end of the Project， at Avoidance of 

forOutput3 at least 60% of the least 60% of the members of confusing 

members of all the all the groups， who have explanation In 

groups， who have private private farmlands， 担恒星主主 English 

farmlands， introduce activities according to the 

activities according to the farmland use plans. 

farmland use plans 

Indiωtor 3 AII the exlension members Proposed an 

ofOutput5 understand the related policies additional 

and provide knowledge and indicator 

techniques in line with the 

related policies and the 

exlension guideline to support 

group members 

Means of Exlension members re∞rds， Means for the 

刊行打倒lon Monthly meeting records， additional 

。fOutput 5 6-monthly evaluation records indicator 

2. Methodology of Evaluation 

2.1. Evaluation Procedure 

(1) To formulate a joint evaluation team of Japanese and Panamanian evaluation 

members; 

(2) To collect information as follows through document reviews， questionnaires and 

interviews with the stakeholders， and field research inciuding field visits to the Project 

sites， group/individual farms， and related organizations; 

(3) To analyze the collected data based on the evaluation grid (Annex 3) composed in 

accordance with the JICA evaluation guideline; 

(4) To evaluate the Project in terms of the百veevaluation criteria (i.e. relevance， 

e宵ectiveness，e育iciency，impact， and sustainability) based on the analysis; 

(5) To prepare a joint evaluation repoは，

(6) To collect the lessons learned based， consider the necessary actions to be taken and 

rnake recomrnendations for the Project on the results of the evaluation; and 

(7) To present the evaluation results to the Joint Coordination Cornrnittee (JCC). 

2.2. Method of Data Collection 

The Team collected information through document reviews， questionnaires， interview with 

the stakeholders， and偽 Idvisits to the Project sites， group/individual farms and relal吋
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organizations. 

2.3. Points of Analysis 

(1) Achievement level and Implementation Process of the Project 

The achievement levels in terms of Inputs， Activities， Outputs， and Project Purpose were 

assessed in comparison with the PDM， Plan of Operation (PO， refer to Annex 4) and the 

actual progress of the Project during the period between August 2006 and February 2011. 

The implementation process of the Project was also confinmed from the various viewpoints 

such as monitoring and communication. The obstacies andlor enhancing factors that have 

a仔'ectedthe implementation processes were also identified. 

(2) Evaluation Criteria 

In addition to the verification of achievement level and implementation processes of the 

Project， the tenminal evaluation assesses the Project from the foll即時日veevaluation 

criteria 

Relevance An overall assessment of whether the project purpose and overall goal are 

in line with policy of both sides and with pa仕nercountry's needs 

E汗'ectiveness A measure of whether the p吋ectpurpose has been achieved. This is then 

a question to the degree to which the outputs contribute towards achieving 

the intended project pu巾ose

E宵iciency A measure of the production of outputs (results) of the Project in relation to 

the total resource inputs 

Impact The positive and negative changes， produced directly and indirectly as the 

result of the Project. Prospect of achievement of overall goal is also 

assessed 

Sustainability An overall assessment of the extent to which the positive changes achieved 

by the Project can be expected to continue after the completion of the 

project 

3. Achievement and Implem巴ntationProcess of the Project 

3.1. Achievement of Inputs 

Inputs have been provided almost according to the schedule as below 

(1) Inputs from the Japanese Side 

[
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The total released cost for the Project implementation between August 2006 and February 

2011 was US$. 808，168. Budget of activities and administration inciudes the costs of 

equipment supplied to俗nners'groups， trainings and workshops for ANAM sta汗"and several 

printed materials (Extension Guidelines， posters etc.). For details， please refer to the Annex 

5 

By the end of February 2011， eight Japanese experts in total were assigned in the fields of 

community development， environmental education， etc. There are also four Panamanian 

assistants for field activities were employed in total. 

The provision of equipments by the Project has been US$ 85，307 on basic instruments for 

field work and activities of the fanners' groups 

There are eleven project問 rsonnelin ANAM have been trained in Japan 

(2) Inputs from the Panamanian Side 

The Panamanian government has assigned counterparts. The government also contributed 

for office facilities and paはialcost for the Project's field activities， such as transpoはationand 

food. Total cost contributed by the Panamanian govemment is US$ 249，327.For details， 

please refer to the Annex 6. 

Nineteen counterparts were assigned to the project on pennanent and temporary for 

management， technical work and administration. 

3.2. Achievement of the Project Activities 

The Project activities have been implemented ac∞rding to the PDM and PO. The Project 

has also developed Annual Plan of Operation (APO) in accordance with the progress and 

situation of the targeted groups in the俗 Id.See the PO and the progress of activities 

altached (Annex 4)ー

3.3. Achievement of the Outputs 

The achievement of each 0凶putis shown below. 

(1) Output 1: Self-active groups are organized by the pa吋icipatorymanners with gender 

equality 

<Indicators> 
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1) By the end of the Project， there are at least 14 groups continuously working in the 

activities promoted by the Project 

2) By the end of the Project， at least 40% of members of all the groups， participating 

actively in the activities of the groups， are women 

3) By the end of the project， all the groups become able to facilitate their monthly meetings 

by themselves 

4) By the end of the Project， all the groups become able to record their income and 

expenditure and keep their balance repoはbythemselves. 

Output 1 has almost been achieved the target as planned 

Fourteen farrners' groups have been conducting group activities such as environment 

friendly agricultural pr，凶uction，soil conservation， food processing and environmental 

education with the support from extension service of the P叫ect.Seven of them were newly 

forrned， and others had already existed and strengthened by the Project 

Women are actively involved in the group activities. Among one hundred fifty four group 

members in total who are repoはedas active3 participants of the group activities in the 

fourteen groups， seventy of them (fo仕yfive percent) are women. In罰vegroups， however， the 

rate of women's involvement is lower than the target (forty percent). There is one group 

composed only of female member宮 Womenare also involved in the decision making of the 

groups. For example， half of the leaders of the fourteen groups are women， although there is 

one group where the voice of the female members are still less listened by male m巴mbers.

Gender trainings and self esteem seminars have enhanωd the awareness of gender 

equality among the members. 

AII the groups are fairly managed through the weekly meeting， and keep their crop 

production note and accounts by themselves. According to the periodical (every six months) 

monitoring based on 'Group Maturity Indicators' by the Project， three fourths of the groups 

has already achieved to the level of self reliance in the group management. Nine of them 

have already obtained legal status from MIDA or IPACOOP. The project has also enhanced 

the development of business plan for the economic incentive of the groups， such as chili 

source production and eco-tourism. Four groups have already developed their business plan 

and three others have made their draft version in order to apply for external funding for their 

3 The project re∞gnizes members 01 the group in tw。国ltegories，1) members who are registered and 
permanently pertiロpatethe activities， and 2) members who are陪 gisten凶 asmembers， but do not participate the 
activities. The achievement 01 the Project would only be assessed based on the information∞11配 tedby the 
members in the官岡田tego砂
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group activities 

Although the active participants show strong commitment to the activities， reduction of the 

number of membe尽，4is observed in many groups 

(2) Output 2: The group members are skilled in environment friendly production 

techniques 

<Indicators> 

1) By the end of the Project， 100% of the groups obtain a satisfactory evaluation for 

the application of knowledge and techniques on environment friendly production 

introduced by the Project 

2) By the end of the Project， at least 12 "one week seminar" on environment friendly 

production techniques are executed 

Output 2 has pa吋Iybeen achieved as planned and is foreseen to be achieved in remaining 

period 

The Project provided one-week training on environment friendly production techniques 

twelve times. Various skills related to environment friendly production， such as 

environment education， agro-forestry， soil conservation， recycle handicraft and food 

processing were trained in the training. Topics on group management， such as gender 

awareness， leader training and facilitation， were also covered. One day seminars and 

workshops were also provided. The project has enhanced peer training for the 

information sharing among members， where two pa吋icipantseach were selected as 

participants of each training and the paはicipantshad responsibility to share the 

knowledge and information to other members in each group. Periodical advices from 

extension workers have also been key component of the technical transfer to the 

farmers in the Project 

Through these various training oppo吋unities，forty types of environmental friendly 

production techniques were introduced. Techniques have been integrated in 

accordance with the condition of each farm. 80 far， thirty eight types of the techniques 

have been used in the groups' farms and individual farms of the members (Annex 7) 

Among the techniques introduced by the Project and utilized in the group farms， eighty 

six percent of them have been reached to the expected level of skill's acquisition
5， 

4 Currently， Ihere are eleven members in a group in average. The biggest group has twenty百vemembe陪 andthe 
害m剖leslis∞mposedof only古vemembers
:;;J The expectl剖 levelmeans that the farrner is able 10叫ilizethe lechniques and Iransfer them 10 othe陪.
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according to the monitoring indicators developed by the project. Twelve groups are 

assessed to have over two thirds of the members who have atlained the expected level 

of the skill's acquisition. Remaining two groups are assessed not to have reached to the 

expected level 

Members repo吋thatthese techniques have increased the productivity in limited areas in 

environmental friendly methods. 

(3) Output 3: Farmland-use plans (PUF) that contribute to the territorial ordering of the 

watershed and the conservation of the Chagres National Park are elaborated and in 

process of implementation by the members of the groups. 

<Indicators> 

1) By the end of the Project， 100 % of the groups have their group farmland use plans 

in agreement with the institutional policies 

2) At the end of the Project， 100% of the groups implement the activities annually 

according to the farmland use plans. 

3) By the end of the Project， at least 80% of the members of all the groups， who have 

private farmlands， have their individual farmland use plans in agreement with the 

institutional policies 

4) At the end of the Project， at least 60% of the members of all the groups， who have 

private farmlands， initiate activities according to the farmland use plans 

Output 3 has pa同ybeen achieved as planned and is foreseen to be achieved in remaining 

period. 

WOrkshops to develop PUF of group farms' were held in each group. Trainings and technical 

advices on the skills required for the elaboration， such as usage of GPS (Global Positioning 

System) were also provided. Currently all the fourteen groups have maintained each PUF 

and applied to their group activities. Eigh!y one among one hundred thirty three (about sixty 

percent) members who own6 individual farms have developed their own PUF. Three groups 

have just started and three others have not started the activities for the elaboration of private 

land's PUF. By the end of the project， all the membeぱ privatefarmland would be covered 

The Project has developed the outline of PUF in accordance with the related policies. The 

PUF developed by the Project is foreseen to be accepted as the farm management plan 

required for farmers in the Chagres National Park. The process of applying for PUF approval 

6 Many households do not have land title in reality. However the term 'own' is used lor∞nvenien田 01discussion 
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in the Park is still under discussion in ANAM. As soon as the proadure is fixed， the Project 

will suppo仕 thegroups and members for the application. Members who have developed 

their individual PUF have started utilizing them to their production 

Members of the groups think that the PUF is helpful and useful for organising their 

activities 

Although the role of the e.泣ensionworkers is crucial in the production and usage of PUF by 

group member吉， the Project was not able to keep them adequately updated about the 

related policies and regulations 

(4) Output 4: The forest coverage for the soil restoration in critical areas and important 

areas in common interest of group members and related authorities， are increased by 

the members of the groups 

<Indicalor> 

1) At the end of Ihe Project， the group members have planted al leasl 2.0 hectares in 

critical areas and important areas 

Oulpul 4 has been achieved as planned 

In tolal 2.1 hectares in critical areas in the targeted communities was planted. The Project 

also enhanad members to a宵口restin non crilical areas (1.4 hectar，巴s).Other communily 

people nol belonging 10 Ihe groups are also involved in Ihese activities in relalion wilh Ihe 

environmenlal education (Output 6). There are also five communities where there is no land 

for planting in the crilical a陪 a.The negative feeling of group members' to tree planting 

caused in the pasl experiena7 has created di汗icultyfor the project to enhana a宵orestation

in the area. Because of these backgrounds， there is one group which has not conducted any 

activities related to this Output 

(5) Output 5: Exlension service in line with the needs of group members and the related 

policies is provided by extension members 

<Indicators> 

1) By halfway through the Project， the first version of the Exlension Guideline is 

prepared. 

2) At the end of Ihe Project， the second version of the Exlension Guideline is 

prepared 

7 In Ihe pasl Ihe陪 were国 sesIn附 i出 local問。向∞耐bul出 Iheirla凶 r10 affores泊tion.However Ihey were 
deprived of Ihe ac田 ssrighls 10 Ihe foresl produc胎
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3) AII the extension members understand the related pOlicies and provided knowledge 

and techniques in line with the related policies and the Extension Guideline to 

support group members 

4) At the end of the Project， 90% of the members of all the groups are satisfied with 

the extension service. 

5) By the end of the Project， the extension system is established and functioning 

Output 5 has almost been achieved as planned 

Based on the experiences of th巴 implementationof the project activities， the Project has 

developed the first version of the Extension Guideline. After series of discussion and 

amendment among the Project team， two hundreds of copies of the自信tversion was printed 

out and distributed to the Project sta宵andother department in ANAM in June 2009. The 

guideline contains the implementation process of extension services in the community level 

It has been under revision and is to be finalized as a second version by the end of the 

Pr，吋ect.

Extension workers visit farmers' groups four days a week. About once a week or two 

weeks， groups receive the extension s巴rvices.There are two teams providing extension 

services in the Project， participatory development and technical department. 

Participatory development team mainly works for the formation and management of 

groups， including gender， and environmental education. The technical team works on 

the technical transfer of environment friendly production techniques. Extension workers 

from the two teams have started coordination and worked together according to the 

recommendation in mid-term review. According to the monitoring conducted by the 

project， about seventy six percent of the targeted beneficiaries have satisfied with the 

services and about seventeen percent feels fine with them. However， as referred to in 

Output 3， the Project was not able to keep the extension workers adequately u凶a恰dabout 

the related policies and regulations 

The mid-term evaluation team recommended that the concept of extension system to be 

established by the Project needs to be discussed and have consensus among the 

stakeholders. However， follow up discussion to this recommendation was not su百iciently

conducted in the Pr，吋ect，as a result a consensus was not clearly made on this issue. 

The Project has already established an extension procedure based on the experiences 

in two JICA assisted projects， PROCCAPA and Alhajuela project， which has been 

applied as the Project's extension system. This system has been reflected in the 
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Extension Guideline and utilized by the extension workers 

Although the Extension Guideline has been approved and distributed to th巴ANAMsta宵，

discussions about how to utilize the procedures developed by the Project in ANAM as 

an organization have not been fully taken place"-

(6) Output 6: The community members are conscious of the importance of the 

appropriate use of natural resources and environmental conservation in the Project 

area 

<Indicators> 

1) By halfway through the Project， there are materials which can be utilized for 

sensitizing local people on the importance of the use of natural resounωs and the 

environmental conservation in the Project area. 

2) 80% of the participants in the environmental education activities are conscious of the 

Imp白血nceof the use of natural resources and the environmental conservation in the 

project area 

The Output 6 is almost achieved as planned. 

Environmental education was provided to the farmers' group members through one-week 

training， seminar and workshops. The project also approached to the community people， 

such as students at schools. In the la世erhalf of the project period， these approaches to the 

communities were facilitated by the group members. According to the questionnaire 

conducted to the participants by the Project， seventy five percent of them answered that they 

increased their awareness of imp白血nceof environment conservation. Changes of the 

attitude of group members， such as reduction of slush and bum cultivation have also been 

observed. 

The Project collected thirty two materials for environmental education for adults developed 

by other organization and utilized some of them. It developed three materials， 'Leafiet "Let's 

Keep Our Boqueron River Clean" (2007)'， 'Environmenlal Lecture NO.1“Degraded Watershed and 

Cons訓 vedWatershed" (2009)' and 'Environmenlal Lecture No.2 "Organic Farming and Traditional 

Farming" (2010)'. It also collected百世yfour kinds of materials for sensitization of environment 

conservation for students. 

8 ANAM does not have a permanent 0冊目 incharge 01 extension and the e刈ensionprocedures and 
methodologies are decided in each project 
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3.4. Achievement of the Project Purpose 

Project Purpose: Sustainable production techniques implemented using environment 

friendly and participatory methods are practiad by the established group members through 

extension system of ANAM 

<Indicators> 

1) The members of the groups use， as a whole， at least 75% of the environment friendly 

techniques promoted through the extension system of ANAM. 

2) At the end of the Project， 80% of the groups have an action plan for coming 3 to 5 years 

that in∞巾oratesenvironment friendly techniques. 

The Project purpose has almost b邑enachieved as planned 

Through various training oppo吋unities，inciuding extension services， forty types of 

environmental friendly production techniques were introduced and demonstrated in 

group farms. So far， thirty eight types of the techniques have been used in the groups' 

farms and/or individual farms of the members 

AII the fourteen groups have elaborated their three to five year action plans for their group 

activities， which include a future vision， basic information， PUF and strategies for 

strengthening the group resouras， network creation and training. They have been applying 

these plans to their group activities. Furthermore， over eighty per，ωnt of the member who 

own individual farms would develop their individual PUF by the end of the pr申 ct

AII the Outputs will be achieved in remaining period. 

3.5. Prospects ofthe achievement ofthe Overall Goal 

Overall Goal: The environment friendly and sustainable production is practにedin middle and 

lower watershed of Alhajuela Lake 

<Indicator> 

1) The numbers of the community members practicing at least two techniques promoted 

by the project is increased more than two times from the time of the project termination 

2) By 2014， the number of∞mmunity members who practia farming activities according 

to PUF or 'farmland management plan' reaches at least one hundred in the Chagres 

National Park 

Prospect for achieving the Overall goal is good provided that dissemination effort will be 

continued based on the exit strategy produad by ANAM. 
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3.6. Assessment of Implementation Processes 

The Project activities have been implemented without any big problems 

The PDM was revised twice in order to meet the situation in the百eld.The Project activities 

were monitored weekly， monthly， semiannually and annually. Monitoring indicators for group 

activities have been developed and utilized in the Project. However， there wasn't su宵icient

attention paid to regular checking， analysis and compilation of collected information on group 

activities and feedback to the implementation process. These could have been reflected to 

strategies for the achievement of overall goal 

Regarding inputs， the timing and amount of input is implemented without any big problem 

Nine of nineteen∞unte巾副sin total have∞ntinuously worked for JICA projects since the 

PROCCAPA project started in 2000. Their deep understanding to the approaches and 

techniques enhanced implementation of the project 

There was a slight problem in communication between Panamanian counterparts and 

Japan巴seexp剖 s.Decision making based on民社ercommunication between the two sides 

could have resulted in better implementation of inputs and activities. 

There are several donors and organization working in the target area of the Project， such as 

USAID and MIDA. Information sharing and coordination was conducted through JCC and 

CICH.E官'ortby the Project for establishment of the relationship and information sharing both 

in the Project area and at the centrallevel seems to be limited to a ω由 indegree 

Heavy rain in dry season in December 201 0 damaged the facilities and group farms of some 

groups， which may cause delay of implementation of project activities 

4. Evaluation Result 

4.1. Evaluation by Five Evaluation Criteria 

(1) Relevance 

The Team concluded that the Project was relevant. 

The Project target area， middle and lower watershed of Alhajuela lake， is located in the 

Chagres National Park and the buffer zone， and recognized for its biological， hydrological 

and socicトeconomicalimpo巾 ncein Panama. The Panamanian govemment focused on the 

protection of these area based on its Constitution， General Environmental Law (1998)， etc. It 

has been high needs for ANAM to enhance the watershed management and environmental 

conservation in accordance with the newly developed plan‘Chagres National Park 
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Management Plan' and other related policies through extension services to the people living 

in the area. JICA also considers environment conservation and rural poverty reduction as 

important cooperation issues in Panama 

The selection of the target area was relevant in terms of needs for environment conservation 

and water百hedmanagement， and for livelihoodfproduction improvement of the people in the 

area. 

Approaches adopted by the P叫ectare based on the experiences of PROCCAPA. Given 

di汗'erentsoci白骨conomiccontext of the target areas the Project's application of these 

approaches was not su宵icientlyflexible 

(2) E汗'ectiveness

The team judges the e宵'ectivenessof the Project implementation is fairly high 

AII the six Outputs have mostly been achieved through the Project activities. (Refer to 3.3 for 

detail). 8ased on the achievement of these Outputs， the Project pu巾oseis to be achieved 

by the end of the Project period. Activities related to individual farms of the members have 

not出en∞mpletedin some groups yet. Activities in the individual farms are planned to 

increase the number of adoption of the techniques introduced by the Project 

The project has been designed to achieve the purpose through a synergy effect of the 

O凶p山 Forexample， formationfstrengthening farmers' groups (Output 1) enabled the 

Project to implement technical transfer and implemen匂tionof the environmental friendly 

agricultural techniques to the farmers (0叫put2). Environmental education (Output 6) 

enhanced the farmers to adopt the techniques through the awareness of the importance of 

environment. Development of PUF (Output 3) has helped farmers to manag巴thegroups 

(Output 1) and implement and maintain the knowledge and techniques acqui陪 d(Output 2) 

Implementation and monitoring of these activities through extension services has 

contributed to the establishment of extension system and development the guideline (Output 

5). Training on gender and self-esteem and approaches and attitudes of extension worke陪

to raise awareness of gender equality (a part of the Output 2 and 5) enhanced women's 

paはicipation(Output 1). However the Output 4∞uld have been integrated in Output 2 and 3 

in order to implement the project more systematically. 

Group approach enabled small farmers who have limited capacity to invest， to access to 

new equipment and techniques to ensure their livelihood better through participating in the 

Project. 
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Unexpected heavy rain in its dry season， Oecember 2010， may cause some delay to the 

implementation because of the necessity of restoration of infrastructures damaged in some 

communities (groups)ーOtherextemal factor which a宵'ectcrucially to the Project has not been 

found. 

However， the number of beneficiaries is relatively small at the end of the Project， which 

In司uenωdits effectiveness 

(3) I三.fficiency

The Team judges that the e筒ciencyof the Project implementation is relatively high 

Activities have been implemented as is planned to a certain巴xtent.However， some activities 

have not been planned regardless of the necessity. For example， the oppo仕unitiesfor 

learning and updating knowledge about the policies and regulations were not sufficient， 

Other training opportunities， including field visits， about other communities in other regions or 

other countries， was limited to enhance the quality of the techniques and the motivation of 

the counterparts， although many of them have already received various training in 

PROCCAPA project. Activilies 10 enhance Ihe disseminalion of Ihe Project approaches 

which are to be planned relat副知 Oulpul5 have nol been fully conducted. Activities to 

secure the handover the Project aclivilies 10 Chagres National Park are to be隠quiredduring 

the Project period left 

The number of the beneficiaries is relatively small in relation to the amount of the input 

provided by the project 

(4) Impacts 

Following impacts are found through the evaluation study by the Team. 

<Positive Impact> 

Impacts to the awareness of importance and necessity of environment are observed by the 

extension workers. For example， the slush and bum cultivation is reduced in the target area 

Participants of environmental education have felt that the community， especially the children， 

has started understanding the imp白血nceof protection of environment 

The pa吋icipatoryapproaches through organizing community groups and environmental 

friendly techniques introduced has been approved the e宵'ectivenessand adopt，邑dby related 

organizations. For example， ACP adopted the participatory approaches and some 
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techniques in their program 'Program for Environmental Economic Incentives (P医A)'.The 

'Investment Program for Restoration of Watersheds in Panama' to出 implementedby 

ANAM in other three watersheds will apply some components of the Extension Guideline 

developed by the Project. 

The Project has developed the outiine of PUF in accordance with the related policies. The 

PUF developed by the project is foreseen to be a∞epted as the farm management plan 

required for farmers in the Chagres National Park. 

The Project has sta仕edproviding support to existing organization， such as three schools in 

remote communities that face serious di宵icultyin environmental conservation 

Through group activities， relationship and mutual understanding among the group members 

are strengthened. The various oppoはunitiesfor wo欣ingtogether with other groups， such as 

pa巾cipation and training/seminar， field visits and labor exchange， also encouraged 

cooperation over ∞mmunities in the area 

Mutual understanding among the participants and a positive change in attitudes is found 

Because of the gender awareness activities through the Project， group members changing 

their a!titudes and both women and men pa同icipatedin activities promoted by the Project 

For example， men cook for members and women work in farms. It also enhanced mutual 

understanding between female and male members， and sometimes between wife and 

husband in household. 

Members have acquired skills to present their group activities and show their plans for 

business and future activities. 

Fresh vegetables and other products became available for people in target∞mmunities to 

purchase from the group farm 

Group formation through the Project has provided a foundation for attracting resources from 

other donors. 

There are cases of adoption of the techniques by other community people. This can be a 

good linkage to the achievement of the Overali goal of the Project. 

The Project has also started its suppo仕tothree communities by targeting schools without 

making any group apaはfromthe target communities. 
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<Negative Impact> 

Some groups had not setlled the internal conflicts caused by the land-use right among the 

members. The activities in the Project have resurfaced some conflicts and a町'ectedthe 

relationship between the current members and other members 

(5) Sustainability 

The Team considers that the sustainability of outcomes from the project will be ensured by 

implementation of the exit strategy. 

Fanners' groups supported by the P叫ecthave improved their capacity to maintain the 

group's management and continue the group activities on their own. However， some of them 

have not matured enough to be managed by themselves and still need extension support. It 

will also be r問 uiredto conduct periodical follow up and monitoring to their activity in order to 

provide technical support and monitor the maintenanωof the materials provided by the 

Project. In order to enhance the watershed management and environmental friendly 

production techniques in the target area， dissemination of the approaches developed by the 

Project to non 岡山ipantsof the project is also r，問uired.

Groups are also expect剖 toreceive supports from other organization because of the 

maturity of its organization. The activities to produce benefit to the pa同icipantsmay a宵'ectthe 

sustainability of each group， because the lack of economic incentives affects the motivation 

of the members' 

The watershed management and environmental conservation of Panama will continuously 

be implemented by ANAM. The counterparts in ANAM have already improved the skills 

through the Project and have highωpacity to conduct the follow up of the Project activities 

through the two projec恰， the Alh司uelaProject and PROCCAPA in ten years. However， 

support to the community people through extension services is only provided in each project 

by ANAM. Therefore the majo此Yof the counterparts are considered to be assigned to other 

Project or position in the head quarte仁 Thereis one extension worker who belongs to 

Chagres National Park. Follow up to the communities suppo陶 dbytheP叫ectcan be 

conducted by community development workers inside the Chagres National Park. Therefore， 

the follow up and dissemination activities in the area， including the buffer zone， could be 

conducted by the Park. However the capacity of the Park， including human and financial 

resources， means of transpoはformonitoring (vehicle and boat) and other materials， is 

limited to conduct the responsi制lity.
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Dissemination in other watersheds also secures the sustainability of the approaches and 

techniques. Seminars to disseminate the finalized version of the Extension Guideline are 

planned. Donors and other organization which has potential to adopt them are also to be 

invited. Through the extension workers and sta汗ofthe Project who are to be assigned to 

other project or 0宵ice，the approaches may also be disseminated 

Institutional set up and legal frame work to secure the sustainability of the approaches and 

techniques has some limitations. 

4.2. Conciusion 

The Team conciudes that the P叫ectpu巾oseis to be achieved by the end of the project 

The Outputs have almost been achieved and some activities left will be completed in the 

remaining period. 

The Project succeeded in formation of groups司 Thegroup organization became a basis for 

small farmers to acquire and experiment new environment friendly techniques for 

sustainable farming， which is pre-requisite for watershed management. These techniques 

are appreciated by these farmers as useful means of securing lheir livelihood. The Project 

also raised their awareness of environment conservation. 

Through the Project， fourteen PUF for group farms have been developed and by the end of 

the project over one hundred PUF for individual farms are expected to be produced. 

Assistance in production of PUF by the Project is valuable contribution for ANAM to promote 

the approval process of farm land-use by farmers， which is essential for better watershed 

management， inciuding Chagres National Park. The coverage of the development of PUF in 

the larget area will be increased within three years by the follow up activities by AトJAM.

Extension procedures were developed and compiled into a guideline by the Project 

Simultaneously the伺 pacityof the counte巾制 inANAM was enhanced through the Pn口Iject

The guideline and the experienced counterparts are assets for ANAM to continue and 

disseminate the extension service in the target area and beyond目

For ensuring sustainabilily of the outcomes from the Project and expanding the outcomes 

and approaches of the Project， strategic approaches need 10 be developed for remaining 

period and after the termination of the Project. The strategy will also produ偲 theexpected 

achievement of the Overall Goal 
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5. Recommendations and Lessons Learned 

5.1. Recommendations 

The Team recommends the following. 

(1) Expansion of exlension service in the Project area 

<During the Project period> 

The Project should 

• Collect and provide information to the formed groups about possible funding sources 

and exlension service providers for sustaining their members' activities. 

• Develop monitoring plan based on the analysis of the group in terms their organizational 

maturity， and caπy out monitoring a∞ording to the plan. 

• Ensure the completion of the development of individual PUF of the group members 

<During and posトprojectperiod> 

The Project and ANAM should 

• Develop and implement a strategy to increase the number of members in the existing 

groups and of beneficiaries outside the formed groups 

(2) Dissemination of exlension procedures 

<During the Project period> 

The Project should 

• Draw lessons learned by categorizing and analyzing experiences of fourteen groups 

Categorization could be made by location of community， main means of livelihood， 

property rights， and history and characteristic of organization. (Comparison could be 

made with the experien関口fPROCCAPA as well.) Lessons could be in∞巾oratedinto 

the Exlension Guideline in the part of annex. 

• Invite a wide range of audience including MIDA， ACP and other relevant agencies 

working in the p勾 ionto the dissemination workshopslseminars for the Exlension 

Guideline in order to share the information and strengthen the network for the future 

collaboration 

• Share the lessons leamed from the Project in the final seminar with relevant agencies 

• Invite relevant organizations， such as MIDA， Natura Foundation， ACP， etc， for 

monitoring activities to enhanωthe future ∞lIaboration， paはicularlyfor e汗ective

utilization of PU巨

<During the Project period> 

ANAM should 

• Review and approve the Exlension Guideline prepared by the Project by April to 
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enable the dissemination seminar to be held before the end of the Project. 

<During and postωproject period> 

ANAMshould 

• Makee宵'ortfor widely using the Ex!ension Guideline at the training center of ANAM 

• Try to institutionalize the implementation of the Ex!ension Guideline. 

• Share the progress of dissemination of the ex!ension proωdure in CICH meeting and 

invite JICA at least once a ye紅

(3) Farmland-use Plan (PUF) 

<During the Project period> 

ANAM should 

• Give respond as soon as possible to existing appliωtion for farm land use in Chagres 

National Park 

• Establish general procedures for approving appl悶 tionsfor land use in Chagres 

National Park 

• Establish as soon as possible legal mechanism for unifying PUF produωd by the 

Project with ‘management plan' which is the official document r，問uir<剖 forapplying for 

land-use in the Chagres National Park 

<During and post-project period> 

ANAMshould 

• Provide technical assistance in developing the Plan to farme陪 withoutPUF in the 

Chagres National Park and those belonging to the groups established by the Project in 

the bu宵erzone

• Continue to collaborate with other institutions， such as MIDA and NGOs to promote 

elaboration of PUF as an e汗'ectivetool for watershed management in the bu百.erzone

• Continue and strengthen coordination with ACP for PIEA to be e.対.endedinto the 

Chagres National Park 

(4) Mechanism of ex!ension of ANAM 

<During the project> 

ANAMshould 

• Clarify the responsibility of the ex!ension services in the bu宵'erzone between the 

regional office and the Chagres National Park 

• Make arrangement for the Chagres National Park Management 0宵iceto have access 

to equipments and materials provided by the project including vehicle and boats for 

ex!ension and monitoring activities. 

• Have transfer period of the tasks and taken by the Project to the Chagres National Park 

1
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Management 0育iceduling the project peliod. 

• Allocate additional personnel (ideally from the Project counterparts) to the Chagres 

National Park Management 0官icefor its taking over the project 

<During and posトprojectpeliod> 

ANAMshould 

• Assign personnel for the dissemination of the ex!ension procedures developed by the 

Project beyond the Project area. (Ideally those who are assigned to the Project as 

counterparts and/or employed by the Project as its assistants). 

(5) Feedback of the Pr'吋ectexperience into policy and plans 

<During and posトprojectpeliod> 

ANAM should 

• Make greater effort to promote integration of the Project experiences in the formation 

and modification of watershed management policies and plans of other institutions， 

particularly ACP. 

(6) Development and implementation of 'exit strategy' 

<During and post町 projectpeliod> 

Consideling the recommendations presented above， ANAM should develop an 'exit 

strategy' which specifies concrete steps to take over and follow up the Project， ensuring 

sustainability and diffusion of its白川comesafter JICA tenninates its assistance 

5.2. Lessons Learned 

(1) Project design 

• Selection of target population and strategy: Although there was ωrtainly a need for 

better watershed management in the Project area， sole focus on small fanners seems 

to have limited the impact on environrnental conservation. It is because the number of 

such fanners is relatively srnall in the Project area and there are other groups whose 

conducts have adverse effects on environment at a larger scale (e.g. ca社leraising 

fanners). For future projects，ωreful consideration in selection of target populations and 

strat句 iesin designing the project is necessary. 

• Sustainable ex!ension service provision: Since ANAM does not have a pennanent 

bureau in charge or an established system for ex!ension services， there is a slight 

concern about future dissemination of the Project approach. When the implementing 

entity shares the ex!ension responsibilities， the project should， under such conditions， 

mobilize other organizations with ex!ension activities through agreements to work 
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together from the beginning 

. Linkage between macro and mezzo， micro levels: The Project was designed to 

enhan閃 capacitymainly at micro and mezzo levels (Project area). However， there are 

artain institutional set-ups including匂 al，organizational， policy and administrative 

frameworks which are required to suppoはandsustain activities initiated by the Project 

A component or approach to link up activities at micro and mezzo levels with macro 

level policies and institutions should be incorporated in the design of future project. 

(2) Project Approach 

• Utilization of asset accumulated in the past: The Panamanian side made use of human 

resouras and organizations strengthened through past projects in implementing this 

project. This has facilitated effective implementation and ac∞mplishment in the Project 

Future projects should make best use of assets built on in past similar projects 

• Adoption of approaches from past experienas: Many techniques and approaches 

including group approach experimented in PROCCAPA were adopted with some 

modifications in the Project. When applying an approach developed by a project carried 

out in the past， a future project should pay special attention to d市'erena In 

socio-economic situation and make neassary alteration in the approach to suit to the 

context of a new project area 

• E宵'ectivenessof group approach: The project is based on group approach. This 

昌pproachwas effective pa社icularlyfor small fanners who have limited capacity to invest 

in equipment and new technology on an individual basis. On the other hand， group 

approach was not very familiar for population in the project area who practia farming 

on individual family basis. As a result， the number of beneficiaries did not increase 

substantially through the group approach. It is important for a future project to 

comprehend patterns of coll巴ctiveactions of 1口伺1people and to detennine rnost 

appropriate approach(es) to罰tthem

• Integration of bottom-up and top-down approaches: Bottom同 upapproach which was 

tried out under the Project is essential but not su宵icientfor ensuring desirable outcome 

to be produad in tenns of environrnental conservation. As a同adypointed out， 

rnacro-Ievel policy and institutional set-up is impoはant.Adequate legal and policy 

frameworks are neassary to control rnisconduct of local people and a system needs to 

be established for provision of incentives for fanners who are servia providers for 

environmental conservation (Payment for Environmental Servia: PES). Future 

activities should pay attention to how to integrate bottom-up approach and top-down 

approach. 
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(3) Monitoring and巨valuation

• Collection and utilization of baseline data for analysis: The project has regularly 

monitored progress of activities in each group. However， in order to grasp its impact， the 

Project should have collected baseline data on income/consumption level of group 

members at individual and household levels. Future projects should ensure that 

baseline data coll巴ctionis integrated in their activities so that p叫ectcan analyze 

changes in socio-economic situation before， during and after project intervention 

(4) Group activities 

• Norm creation and clarification in group fonnation: Some groups face difficulty in 

managing members and land due to different interpretation of group regulations among 

people. It is essential that all members have clear and common understanding of 

regulations to follow when they join or leave groups 

• Experience sharing between groups: Experience sharing through field visits enhances 

members' motivation and understanding for projects. 

• Gender training and self-esteem training: These two types of training held at the early 

stage of group fonnation were effective to enhance women's participation and induce 

equal contribution from both women and men. 

• Provision of incentives: Provision of economic incentives for the members， including 

business plan secures the sustainability of group activity. 

(5) Others 

• Although one-week training was e宵'ective，the length prevents some fanners， especially 

women， to participate because of the di宵icultyof leaving houses in such a long period 

For conducting training， appropriateness of timing and duration should be well 

considered 

• Cooperation between the social development and techniぬ 1department in the P叫ect，

which was recommended in the mid-term review was found to be effective. For future 

activities integration of these two components should be ∞nsidered 
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Annex 5: Inpuls from Japaese side 

(1) List of Japanese Experls 

Field Name S値比

2006.11.03 
2007.04.25 
2007.08.22 
2008.02.10 

Chief Advisorl 2008.09.17 
Isao Sakai Community 2009.01.26 

Development 2009.09.25 

2010.02.03 
2010.09.10 
2011.02.02 
2011.05.05 

Kiyoko 
Pa仕icipatory

Hitsuda dEeXvIeelnoSpiomne{n1} t/ 
2006.11.03 

2007.02.01 
2007.04.23 

Paはicipatory 2007.11.11 
Hiroki 

developmenU 2008.01.22 
Kajifusa 

Exlension (2) 2008.08.15 

2009.06.10 
2009.09.18 

Tsunehiro 
Environmental 2006.11.03 
Education(1) I 

Kawai 
Coordinator 

2007.01.22 

Environmental 2007.05.29 
Education(2) I 

2007.11.04 
Coordinator 

Environmenn{3ta) l 
Educatio 

2008.08.31 

Taku Mori 
Farmland-use 

2008‘06.04 
Plan 

2009.03.02 

Farmland-use 2009.08.24 

Plan I Exlension 2010.04.25 
(3) 2010.08.25 

2011.02.04 

Shigeru 
Marketing of 

Takagi 
Agricultural 2007.08.22 
Production 

2008.03.17 

Yuka Saito Coordinator 
2008.10.15 
2009.01.26 

2009.05.24 
2010.02.09 

Kotaro 
Coordinator 

2010.07.13 
Mizoguchi 2011.01.24 

2011.06.04 

Assinment Period Responsible 
End M/M outpu飴IActivities 

2007.03.12 130 ~ 
2007.06.30 67 7) 

2007.12.17 118 (8) OutDuts: 1同6
2008.08.02 

175一{回28)一
(Mainly 2， 4， 5， 

2008.12.18 93 Especially5) 

2009.06.19 145 (25) 

2009.12.17 84 (21) Activities: 2-1 a 2-4、

2010.05.31 118 iQ) 4-1 a 4-6、
2010.12.10 92 (0) 5-1 a 5-10 
2011.04.02 60 iQ) 
2011.07.03 60 (0) 

Outputs: 1 
2007.02.10 100 (0) 

Activities: 1-1 

2007.03.12 40 。}

2007.08.10 110 0) 
OutDuts 1 Y 5 2007.12.10 30 0) 

2008.04.30 100 0) 

2008.11.27 105 。)
Activities 1-2 a 1-6， 

2009.07.24 45 (0) 
5-1，5-7 

2009.11.01 45 (0) 

2006.12.22 50 (20) 
Outputs: 6 

2007.03.12 50 (20) Activities: 6-1 

2007.09司 09 104 ~ 
2007.12.17 44 (14) OutDuts: 6 

Activities: 6-2 a 6-5 
2008.12.18 110 (0) 

2008.07.23 50 (0) 

2009.07.05 126 ~ 
Outputs: 3・5

2009.11.03 72 ~ Activities: 3-2 a 3-8， 
2010.08.02 100 (0) 

5-7 
2010.12.09 107 (7) 

2011.07.03 150 (0) 

OutDuts: 3 
2007.10.10 50 (0) 

Activities: 3-1 

2008.09.12 180 (150) 二/2008.12.13 60 (30) 

2009.03.26 60 (30) 

2009.12.14 205 (175) 

2010.05.29 110 (80) 

2010.11.02 113 (83) 

2011.03.24 60 (30) 

2011.07.03 30 (0) 

(Prospect of assignment in 2011 is highlighted in陪 d)

K ¥t之
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(2) List of Panamanian pe隠 onnelTrained in Japan 

Name of Participant 
Title of training cou田 e (Position at the time of T日 iningPeriod Note 

traininα} 

Joint Counterpart 
Joint 

Training Course for JICA Jos岳Bethancourt
2006.10.03 - Counterpart 

1 Forestry and Nature (Sta宵ofDepartment of 
2006.11.18 Training 

Conservation Projects in Watershed Management) 
Course 

JFY2006 

Joint Counterpart Jos岳Rincon
Seminaron (Engineer of Depa日aretrmneenntt) of 

Joint Management of Forest Watershed Man 
and Nature Conservation 2007.02.26 - Counterpart 

2 
Projects containing Roberto Galan 2007.03.13 Training 
Income Increaslng (Chief of Department of Course 
approaches based on 
Community Participa!ion 

Watershed Management) 

Join! Coun!erpart 
Training Course for JICA 
Fores!ry and Na!ure 
Conserva!ion Projec!s 

Carlos Melgarejo 
Joint 

"Seminar on Forest 
2007.10.21 - Counterpart 

3 Masnagemen! Policy (Chief of Department of Na!ural 
2007.11.11 Training 

-Sus!ainable Fores! Fores!， ANAM) 
Course 

Managemen! wi!h 
Collabora!ion of Local 
Governmen! and 
Communi!y-" 

Agricul!ural and Fores! H岳ctorRodriguez 
2008.09.09 -

Coun!erpa吋
4 Extension and Rural (Projec! Coun!erpar! on 

2008.10.04 
Training 

Developmen! Ex!iontion) Course 

Environmen!al Educa!ion 
Special 

Officer I Na!ional Ednadeliz Flores 
2009.01.19 - Training 

5 Direc!ora!e of (Project Coun!erpart on 
2009.02.28 Course of 

Environmen!al Cul!ure Environmen!al Edu悶 !ion) La!in America 
Promo!ion 

Juvencio Kantule 

{PParrqticeicpt aCtooruy nDteervpeai rt on Coun!erpart Agricul!ural and Fores!ry 
opmen!) 2009.07.02 -

Training 6 Ex!ension and Ru仁al
Alexander Pimentel 2009.08.05 

Course Developmen! 
(Projec! Coun!erpart on 

Ex!旧n!ionlAdminis!ra!ion ) 

$oledad Batis匂

Environmental Education 
(Direc!or of Chagres National 

Park Manaロemen!Office) Special 
for Sustanable 

Joaquin Rios 2010.02.22 - Training 
7 Developmen! (B)一

(Encargado de Educacion 2010.04.03 Course of 
Eco-!ourism for resional 

Ambien!al， Direcci凸nde La!i n America 
revitaliza!ion 

Fomen!o de la Cultura 

Ambien!all 

Promotion of 
SATOYAMA Ini!ia!ive: 
Biodiversity conserva!ion Carlos Gomez 

2010.11.14- GroupTraining 
B and rural developmen! (Sta汗ofDepartmen! of 

2010.12.04 Course 
!hrough !he sustainable Watershed Managemen!) 
managemen! of na!ural 
resources 

diL 
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Annex 6: Inpu1s缶百mPanamanian side 

(1 )List of assigned coun伽阿南

Name 
POおめnin the P日iodofAs国Jnmenl

Pn耳目1 Slart End 

Hilda 。i巴d町 Nω2αJ6 May2∞8 Candar制。

Carlos 
Dir田知 May2008 Jun2009 

M喝a時

Silvarね
Di陪ctor Jul20ω Sep2010 V百gar百

Luisぬ ga Direclor お p2010 Jan2011 

BoH四 rP，白夜 Di巴ctor Jan2011 伊白百11

Eric Rodriguez Cα刈[n剖α N凹 2αJ6 阿国首11

Lu臨vega Ch陪町ofEx悟n割印1
Oct2∞7 白 p2010

Jan 2011 pre盟nl

VJCIoria Pa化抑制y
Nov2αぉ Dec21α19 

Hur主対。 Dev<お阿国11

Ju四∞由 Pa加・同協y
Jun2∞8 Aug2∞9 Kantu恰 D倒的問羽田t

Arお巨割::obar Ex蜘sion Nov2αJ6 pre記 nl

H叡おr¥IE渇a Extension Apr2∞7 Apr2∞8 

Anibal 
取恰nsion May2α渇 戸珍時nt

Rωriguez 

白 r同
E対enSlα1 Nov2∞7 開回目11

Vおquez

Aut2∞8 Jan20ぬ

Jω卓C呂町泊n Extension 
Jan2009 PI陪盟nl

Enrivonmenl 
Jul2∞7 F的 2010

EdlK沼世on
Edn剖eliz Enrivonmenl 
F阪 国 Edu何百onl

Ma2010 阿国間t
Dpeav恥elo牌pr拍nαernyt 

AIe焔nder Admin福岡めnI
May2∞8 Apr2010 

Pim宙1te1 E減目1S均1

Ricardo Chan Admin福岡島n 白 p2010 開時四11

内沼岳!回R呼話 S匝::re泊ry N即 2αJ6 阿国間t

Luis Op昭防口f
Jan2008 P筏諸国11

H百nandez motor加al

αJ!11men厄

Di田ctorofDlGICH

問reCIOrof DIGICH 

Direclor of DIGICH 

Direclor of DIGICH 

Direclor of DIGICH 

SIa育ofDlGICH

SIaff of DIGICH (Di・陪ぬrofDlGICH
官団羽田pl2010toJan 2011) 

SIa汗ofDIGICH

SIa仔ofDIGICH

SIa汗ofDlGICH

SIa昔日fDlGICH

SIa育ofDIGICH

抽附DIGICH

JCa四問百n田elnS対heed訳u語巾羽唱tytαh陪渇tp骨eurt刈n 

SlaffofPNCh (Pa出mefor胎 Pr可制)

SIa育ofDe問的田tof町、Aron町leIlland
∞Itu陪ENHANCINGDepl官官nJul

2∞7toFeb2010 
SIaff of DIGICH骨001Mar2010 

SIaff of DIGICH 

SIa青ofDIGICH

SIa官。WlGICH

、
Ij，えしL80
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仰 Techniquesintroduced or i i ii JI t f 'IIIJllflllfllflil'IIIJIII'III'器官improvedby曲eP，.可'ectto曲egroup
(C) Techniques utilized befo陪曲e
p，可'ectintroduced by曲egroup

11~repaffi:tio~ of soi! (r:'~nual p田pa用tion'1 X " X 101 X 121 X 101 C 181 X 市11X " X " X 111 C " X 131 X " X " X " " 間焔
dl百ftanimaJ; use of cultivator) 

21Preoarヨtionof beds or furrows x " c 131 X 121 C " X 211 X 111 X " c " X 
τ11 C 

" X 131 X " X " X " 
宅4

"'" 31 Germination seedbed x " X 宅"X 101 X " X 211 X 111 X ‘x " X 唱11 C " X 131 X " X " X ，.‘ " '剛

41 Reproduction and conservation of seeds x 
" C 

131 X 
" C " X 211 X 111 X " X " X 111 X " X 

制 X
" X " X " 

τ4 唱旬稔

51Appropriate i而Qationmethods x " X 131 X 121 X 
" C 

18 1 X 111 X " X " X 101 X " X 131 X " X " X " 唱4 "" slFen母 withJive olants c 
" X " X 121 X 111 C 111 c 

" X " X " a ，.うも
71 Makina and usina the圃ALevel" x 

" C 
唱。 x 121 X " X 16 f X 官官 X 

" X " X " X 11 C τ" X " X 11 X " " τ隅
81 PlantinQ on a level line (and thn帥 pins x 

" C 
10 I X 相 X 旬 X 181 X 01 X " X " X 10 I X " X 10 I X " X " X " を4 1関%

91Contourロlantina x 
" C 

101 X 101 X " X 181 X OIX " X " X 111 X " X 唱。 x
" X " X " 唱. 唱的%

IOJ Erosion barrie田 {livebarriers: inert 。
" C 

101 X 121 C 101 X 211 X 111 X 11 X 11 X '宅 X 11 X 131 X " X " X τ2 '‘ 
tωーも

I11AlIev croppinQ c 101 X 唱" X " X 181 X 111 X 16 X 110 x 
" X 

官。 C
" X " X " " "" 121Aorofo同 strvand cultivation under tn鴎 x 

" C 
131 X "X  " X 18 I X 1咽 X

" X " X 
11)1 X 

" X 101 X 4・x " X " '‘ 
g措

131Ter
悶 ces (individual 

ettec-
岡

1

田 narrow c 
" 

X 101 X 121 X 
" 

X 官" X 官11X 
" 

X 
" 

X 111 X 16 x 
" 

X 
" 

x 官旬 " n弘
terrace: bench terr百ce:

1410itches I trenches I dr百inage回 nalsfor x 4・c 101 X " X 111 X 111 X 113 x 
" 

X " 
s 

"'" waters担回目

151 Minimal tilHrm c 
" 

C 官" x 宅"C 
" 

x 211 X " x 
" 

x 111 C 

" 
X 131 X 

" 
x 

" 
x " 唱3

..協
161 Uve or dead v，叩etation∞ver x 

" 

C 131 X " x 211 X 111 X 
" 

X 
" 

X " X 111 x 
" 

x 
" 

x " " .r，‘ 171Taunava svstem aaroforest x 
" 

c 
" 

2 
'" 

|S wGiuth 
lly 
mreeltsstod 

e

悶
tctio-E

n(vegetation wall，官11in x " x 
"ー

x 51 X r 1唱 】( 110 x 
" 

x 
" 

x " 
置 切凶鵠

閣 Croorotation c 
" 

x 101 X 唱" c 101 X 181 X 111 X 
" 

x 
" 

x 111 C 
" 

c 守"x 
" 

x 
" 

x " " す身%

国Associatedcrops x 
" 

x 131 X 
" 

x 101 X 111 X "x  
" 

x 
" 

x 111 C 11 X 111 X 
" 

x 
" 

x " " t憎%

'1llntercalat副 croos x 10 I X " x"  x 唱。 X 111 x 4
‘

X 
" 

x " s 
"" Making and applying organic fe仕ilizer

円bdaorktamsha1t1eeriaartlsweotc mI 
叫加res;∞mpost01 x 

" 
c 131 X 官" x 101 X 211 X 官11X 

" 
c 

" 
x 111 X 

" 
x 131 X 

" 
x 

" 
x " 

宅4 官鵬

3
曲

In∞
narv

凹
airlazatmarmof 7gfs 

remenn 
torf nabnatbJ

陪
ee{tmu

ucJna1 x 
" 

c 101 X 10 I X 
" 

x 18 I X 91 X 16 x 101 X 
" 

x 111 X 
" 

x 
" 

x 唱Z " '''' 
Making and applying natu阻 I insect 

4Vre
閤
peeltleanbt18sS.leetxcti

悶 ction 官'Om p陪ventive x 
" 

c 101 X 
" 

x 71 x 181 X 
" 

x 
" 

x 
" 

x 101 X 
" 

c 101 C 

" 
x 

" 
x " 管

4 ... 
lnteg悶 tedpest management (∞ntrol of 

51ins田恰， leaf4etc
』H

‘1

er antsa nematodes， x 
" 

c 101 X 事 x 111 X 11 1 X 
" 

x 
" 

x 事11 C 
" 

x 131 X "，曜
" 

x " 13 制

weeds. funai 
61Gr，田nhouseωltivation x 

" 
x 121 X 11骨 X 111 x 

" 
x 111 X 

" 
x 131 X 

" 
x 

" 
x " " 5町

7comruap tabdlwe ec
問

ro

缶
p
四

s
timmnom{vneod nevUaandeuttoensaI 

l and 
x 

" 
x 131 X 

" 
x 

" 
x 181 X 111 X 

" 
x 

" 
x 111 X 

" 
x 131 X 

" 
x 

" 
x " 

官4 7身%

自 Riceoaddv cultivation C 110 x 21 C 

" 
x 131 C 14 c"  6 仔首

glManaロir国加ittr，目s(口叩nino:臼田町na: x 
" 

c 101 X 121 X 101 X τ" x 
" 

x 
" 

x 
" 

x 101 X 
" 

x 101 X 41 X 19 x 
" 宅‘ m

‘ 
D Small animal husqbuaanild;r

官

y
sahn;ed tιan1 

imal 回 g.
X 112 C 121 x 

" 
x 

" 
c 11 X 113 x 

" 
x 

" • "" 同uana:悶 bbits:
Improved fallow x l' I X 1 t x 111 C 

" 
x 

" 
x '1 X 19 X 112 g U 弘

Establishins:1 a nurserv c τz x 
" 

c τ81 X 111 x 111 X 81 C 16 x 
" 

X 112 ' 銘'‘
Produαna 1陪eseedlinQs c 131 X 121 X 

" 
c 211 X 111 X .， x 

" 
x 111 X 

" 
x 刊 x

" 
x 

" 
X 112 " n鴻

PJantina tree seedlinas x 
" 

c " x 121 X 101 X 
'" 

x 111 X 16 x 官" c 
" 

x 1:1 X 16 x 
" 

X 112 " tω% 

C剖 nQfor the planted trees c " x 唱" x 101 X 181 X 111 X 1I x 111 C 

" 
x 131 X 16 x 

" 
X 112 " ""‘ Collectina seeds from t陪es c 101 X 112 X 111 x"  x 111 X 16 x 17 X 旬。 • 回%

， URSeldnqucamugand
国

u
ntacl a!agnrauss 

s 
ca{JaUnSI}ng plamnuU

∞
nα 

na; x 
" 

c 
" x 121 X 101 X 181 x 官官 x 

" 
x 

" 
x 

" 
x 131 X 11 x 

" 
官2

" .. 
Is/HomeQar:delQs x 

" 
c 
" x 官" x 101 X 211 X 91，X 1I x 官官 C 

" 

x 91 X 14 x 
" 

X 112 " 1:時誌91Windbreak c 161 X 111 c 叩 x 
" 

X 唱2 5 

。
Improvingpasture and fo田 gesp田 leson X l' C I' 2 。%
回出farms

Mumber of 
utsseehd nolqr uies 

s 
uesaincE 

h goup has n 調

" " " " " n " " " .. 37 お

Maturity目 te ."‘ t問 官問
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'防省 ，，. 騎. 剛 ... "，. 制% t醐 官鵬 L!九

Achievement by 16山February，2011 

Annex 7: Transferred Techniques 
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